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人
命
草
重
の
精
神
に
徴
し
て
、
広
く

住
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
思
想
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り

あ
い
の
心
で
正
し
い
交
通
ル
1

ル
と
マ

ナ
l
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
た
め
、
県

民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
運
動
を
強
力

に
推
進
し
、
住
み
よ
い
交
通
環
境
づ
く

り
を
促
進
し
て
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
交
通

安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

重
点
目
標
と
し
て
、
歩
行
者
、
自
転

車
利
用
者
、
特
に
子
供
・
老
人
の
交
通

事
故
防
止
、
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に

無
謀
運
転
の
防
止
、
交
差
点
宮
可
運
動

の
推
進
な
ど
を
掲
げ
て
「
交
通
安
全
は

お
茶
の
間
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、
交
通
安
全

こ
じ
か
ク
ラ
ブ
等
を
中
心
に
、
飛
び
出

し
事
故
の
防
止
等
、
母
子
ぐ
る
み
の
集

合
訓
練
を
積
極
的
に
行
な
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

長
浜
保
育
所
で
は
、
婦
人
交
通
指
導

員
を
招
い
て
、
子
供
た
ち
の
横
断
歩
道

の
渡
り
方
な
ど
の
訓
練
を
行
な
い
ま
し

た。
無
事
故
を
め
ざ
し
て
、
み
ん
な
で
交

通
事
故
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

昭
和
町
年
交
通
安
全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

〔
運
転
者
向
け
〕

危
険
で
す
寝
不
足

飛
ば
し
過
ぎ

〔
歩
行
者
向
け
〕

だ
い
じ
よ
う
ぶ

右
左〔子
供
向
け
〕

あ
ぶ
な
い
よ

が
り
か
ど

積
み
過
ぎ

で
も
も
う
一
度

車
が
見
え
な
い

ま
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五

昭
和
五
十
七
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
三
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
の
七
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設
へ
む
け
て
の
五

十
七
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
て
、
長
浜
町
行
政
の
計
画
が
で
き
あ
が
っ
た

ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど
全
部
で
二
十
九
件
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
こ

の
ほ
か
、
離
島
振
興
法
延
長
実
現
に
関
す
る
決
議
室
園
、
地
域
の
公
共
交
通
確
保
に
関

五
十
七
年
麗
擁
政
方
針
要
皆

は

じ

め

議会・ 57年度の施政方針

町
長
就
任
以
来
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

深
い
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
円
滑
に

町
政
が
運
営
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
今
年
は

私
に
と
っ
て
任
期
満
了
に
伴
う
大
切
な

年
で
あ
り
、
町
長
就
任
の
際
表
明
し
た

町
政
運
営
の
基
本
理
念
で
あ
る
①
秩
序

あ
る
町
政
の
推
進
②
地
域
の
経
済
活
動

今
日
の
地
方
自
治
体
を
め
ぐ
る
諸
情

勢
は
極
め
て
厳
し
く
、
流
動
的
で
あ
る
。

我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
資
源
子
不

ル
ギ
i
事
情
の
制
約
、
経
済
成
長
の
定

着
化
な
ど
に
加
え
、
園
、
地
方
共
に
大

を
高
め
る
積
極
的
な
行
政
③
町
民
世
論

を
反
映
し
た
公
正
な
政
治
!
の
一
一
一
本
の

柱
を
堅
持
し
、
昨
年
十
二
月
の
町
議
会

で
長
浜
町
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設

基
本
構
想
が
議
決
さ
れ
、
こ
れ
の
実
現

に
む
け
て
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。
こ

の
構
想
の
実
現
な
く
し
て
は
本
町
の
発

展
は
望
み
得
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
の
為
に
も
、
こ
の
構
想
を
実
現
す
べ

く
、
全
力
を
傾
注
し
て
豊
か
で
魅
力
あ

る
新
し
い
町
ゃ
つ
く
り
を
推
進
す
る
決
意

で
あ
る
。

娼
な
財
政
収
支
の
不
均
衡
等
大
き
く
状

況
が
変
化
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

も
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
と
施
策
に
迫

ら
れ
て
お
り
、
今
後
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
を
熟
慮
し
て
、

慎
重
に
対
処
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

政
治
の
窮
極
の
目
的
は
、
地
域
住
民

の
福
祉
の
向
上
で
あ
り
、
住
民
が
満
足

し
て
生
活
が
で
き
、
豊
か
で
潤
い
の
あ

す
る
意
見
書
を
可
決
、
陳
情
書
な
ど
六
件
の
報
告
案
件
が
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
町
長
が
昭
和
五
十
七
年
度
の
施
政
方
針
を
演
説
。
一

般
質
問
で
は
五
人
が
十
七
件
の
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を
ご

紹
介
し
ま
す
の
で
、
五
十
七
年
度
の
長
浜
町
の
あ
り
方
な
ど
を
ご
判
断
く
だ
さ
い
。

る
地
域
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
が
、
行

政
運
営
の
基
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
住
民
自
治
の
原
則
に
立
ち
、
「
住
民

参
加
に
よ
る
行
政
の
展
開
」
「
地
方
分
権

や
地
方
の
主
体
性
の
確
立
」
が
実
現
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
す
る
課
題
と
し
て
、
総
合
工
、
不

ル
ギ
l
基
地
建
設
を
最
重
要
課
題
に
、

生
活
環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
と
健
康

の
増
進
、
産
業
の
振
興
、
教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
行
革
の
推
進
、
水

道
改
良
基
本
計
画
の
繋
備
促
進
に
重
点

を
置
き
、
行
政
の
運
常
に
当
た
っ
て
は
、

中
立
、
公
正
な
立
場
を
堅
持
し
、

綱
紀
を
粛
正
し
、
住
民
の
信
頼
を

得
る
こ
と
が
不
可
決
で
あ
り
、
勇

気
と
英
断
を
持
っ
て
事
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
二
年
は
長
浜
町
に
と
っ
て
極

め
て
重
大
な
年
で
あ
り
、
そ
の
責

任
を
十
分
認
識
し
、
厳
し
い
環
境

に
対
応
す
る
た
め
、
議
会
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
と
、
町
民
各
位
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
地
方

自
治
の
原
点
を
み
つ
め
、
白
ら
の

姿
勢
を
正
し
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
力
強

く
推
進
し
て
い
き
た
い
。

施政方針を述べる二宮町長

第
二
次
開
発
事
業

の
実
現

昭
和
四
十
五
年
第
一
次
開
発
事
業
と

し
て
、
臨
海
工
業
開
発
に
着
手
し
、
昭

和
四
十
七
年
五
月
に
晴
海
工
業
団
地
が

誕
生
し
た
が
、
当
初
か
ら
予
定
し
て
い

た
第
二
次
開
発
事
業
計
画
は
、
そ
の
後

の
経
済
変
動
や
社
会
情
勢
に
よ
り
、
や

む
な
く
中
断
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
次
産
業
が
現

状
の
よ
う
な
冷
え
込
み
を
み
せ
、
消
費

能
力
が
低
下
し
、
商
業
も
ま
た
不
振
を

極
め
て
い
る
現
状
と
将
来
を
考
え
て
み

る
と
き
、
新
た
な
視
点
か
ら
町
政
の
施

策
全
般
を
練
り
直
す
必
要
が
あ
り
、
当

初
の
第
三
次
開
発
事
業
計
画
を
大
き
く

見
直
し
、
修
正
し
て
昨
年
の
十
二
月
、

本
町
百
年
の
大
計
で
あ
り
、
有
史
以
来

の
一
大
事
業
で
あ
る
総
合
工
、
不
ル
ギ
l

基
地
建
設
基
本
構
想
が
議
決
さ
れ
た
。

内
容
と
し
て
は
、
我
が
国
の
資
、
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
県
の
地
方
生
活
経
済

圏
計
画
と
並
ん
で
、
西
瀬
戸
経
済
圏
構

想
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
石

炭
火
力
発
電
、

L
P
G
石
油
製
品
等
の

備
蓄
を
中
心
と
し
た
備
蓄
流
通
基
地
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
地
取
得
は
公
有
水

面
の
埋
立
工
事
に
よ
っ
て
造
成
取
得
す

ヴ
令
。

こ
の
よ
う
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
に
は
、
適
切
な
環
境
影
響
評
価

を
行
な
い
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
を

作
成
し
、
町
議
会
は
も
と
よ
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
説
明
し
て
理
解
と
協

力
を
求
め
た
い
。

過
疎
と
貧
困
の
町
、
長
浜
町
を
大
き

く
飛
躍
繁
栄
さ
せ
、
豊
か
な
町
に
す
る

た
め
に
も
、
こ
の
事
業
を
遂
行
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
決
意
し
、

西
田
先
生
を
は
じ
め
、
県
の
指
導
や
協

力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
実
現
の
た
め
最
大

の
努
力
を
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

生
活
環
境
の
整
備

一
二
全
総
に
お
い
て
定
住
構
想
に
よ
り
、

居
住
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
地
方
公

共
団
体
の
使
命
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
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議会 .57年度の施政方針

安
心
し
て
定
住
で
き
る
よ
う
自
然
環
境

を
保
全
し
、
豊
か
な
生
活
環
境
や
活
力

あ
る
地
域
a

つ
く
り
を
通
じ
て
、
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
生
活
空
間
の
縫
保

や
整
備
、
運
動
施
設
、
公
開
、
街
路
、

ド
水
道
の
整
備
等
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
計

酒
的
に
整
備
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

五
卜
六
年
度
に
む
い
て
は
、
町
民
運

動
場
を
整
備
し
、
本
町
商
白
街
の
カ
ラ

ー
舗
装
を
完
成
さ
せ
、
高
山
町
の
近
代
化

を
阿
り
、
大
和
地
反
へ
公
営
住
宅
十
六

戸
を
建
設
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
。

五
十
七
年
度
で
は
、
下
水
排
水
路
等

の
援
備
に
重
点
を
置
き
、
大
和
地
区
へ

更
に
十
六
戸
の
公
営
住
宅
を
建
設
す
る

予
定
で
あ
る
。
集
会
所
建
設
に
つ
い
て

も
円
/
浦
地
反
に
予
定
し
て
わ
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
一
要
望
に
応
じ
て
建
設
し

て
い
く
考
え
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

本
町
の
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

低
年
着
々
と
整
備
を
進
め
、
国
道
三
七

八
号
線
の
A
7
坊
工
区
は
五
十
六
年
度
で

完
成
の
運
び
と
な
り
、
長
浜
工
区
に
つ

い
て
も
一
部
市
街
地
の
法
線
が
決
定
を

み
た
の
で
、
今
後
こ
れ
ら
の
完
成
に
つ

い
て
は
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

県
道
沖
浦

1
大
洲
線
は
、
長
浜

1
中

村
線
と
し
て
地
方
主
要
道
に
昇
格
し
、

今
後
の
改
良
計
画
の
早
期
完
成
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急

か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
現
在
の
も

の
は
大
正
時
代
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で

施
設
全
般
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
機
能

が
低
下
し
て
お
り
、
長
期
展
望
に
た
っ

て
見
直
し
を
行
な
い
、
抜
本
的
な
改
良

計
画
を
た
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
改
良

基
本
構
想
並
び
に
計
画
を
策
定
す
る
所

存
で
あ
る
。

教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
喜

多
灘
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
建
設
を
行

な
い
、
五
十
七
年
度
は
豊
茂
小
学
校
校

舎
の
改
築
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後
も

財
政
状
況
を
み
な
が
ら
順
次
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
は
、
住
民

の
意
識
や
価
値
感
が
物
か
ら
心
へ
と
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、
自
然
や
地
方
の
美

を
再
認
識
し
た
文
化
行
政
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く

η
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
指
導
者
の

育
成
、
教
育
委
員
会
の
行
な
う
ス
ポ
l

ポ教
l育
ツ
爪文

民化
興ス

近
年
、
科
学
技
術
の
進
歩
や
社
会
経

済
の
発
展
、
所
得
水
準
の
向
上
等
に
よ

り
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
面
で
一

層
の
充
実
が
望
ま
れ
で
わ
り
、
す
ぐ
れ

た
創
造
性
と
豊
か
な
情
操
を
も
ち
、
心

身
共
に
嶋
崎
康
な
社
会
に
役
立
つ
人
材
が

広
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ツ
行
事
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
。

福
祉
問
題
と
健
康

づ
く
り

開発事業で整備が待たれる長浜港

住
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
な
日
常
生
活

を
送
れ
る
よ
う
十
分
な
対
応
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
と
、
真
に
福
祉
を
必
要
と

す
る
人
々
に
対
し
て
温
か
い
愛
の
手
を

差
し
の
べ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
町

の
施
策
と
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
運
動
、

各
種
健
康
診
査
、
健
康
相
談
等
を
積
極

的
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
広

域
消
防
事
務
組
合
長
浜
支
署
が
設
置
さ

れ
て
以
来
、
放
急
患
者
の
搬
送
等
に
つ

い
て
も
万
全
の
体
制
が
と
れ
る
よ
う
に

な
り
、
医
療
施
設
の
医
療
機
器
の
整
備

等
も
予
算
の
許
す
範
周
内
に
わ
い
て
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

老
人
の
生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て
は
、

老
人
に
憩
い
と
親
睦
の
場
、
心
身
の
健

康
。
つ
く
り
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
、
一
二
世
代
交
流
の
場
、
母
子
、

身
障
者
等
の
福
祉
活
動
、
社
会
教
育
な

ど
学
習
の
場
と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
わ
り
、

老
人
パ
ワ
ー
が
地
域
守
つ
く
り
に
役
立
つ

よ
う
な
生
甲
斐
確
保
の
し
く
み
を
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

産

業

盟主

の

振

農
業
に
つ
い
て
は
、
水
田
利
用
再
編

対
策
を
中
心
に
、
農
協
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
助
成
を
行
な
い
、
主
幹
作
目
で

あ
る
み
か
ん
農
業
の
振
興
と
経
営
の
安

定
を
閃
り
た
い
。

林
業
に
つ
い
て
も
、
森
林
の
保
全
、

保
護
の
見
地
か
ら
、
松
く
い
虫
被
害
跡

地
造
林
対
策
事
業
や
間
伐
促
進
総
合
対

策
事
業
の
助
成
を
行
な
い
、
し
い
た
け

生
産
の
振
興
を
関
り
な
が
ら
、
森
林
組

合
の
経
営
基
盤
の
確
立
に
つ
い
て
も
配

慮
し
て
い
き
た
い
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
漁
港
の
早
期

完
成
、
整
備
を
目
ざ
し
て
、
沖
浦
、
喜

多
、
出
海
、
青
島
の
四
漁
港
と
、
櫛
生

漁
港
の
局
部
改
良
事
業
を
計
画
し
て
い

る。
沿
岸
漁
業
振
興
の
見
地
か
ら
、
大
型

魚
礁
の
設
置
等
を
県
に
強
く
要
望
し
て

実
現
に
努
力
し
て
参
り
た
い
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
大
型
小
売
屈

の
進
出
が
決
定
し
て
お
り
、
商
工
会
を

中
心
に
今
後
の
商
業
経
営
の
あ
り
方
な

ど
を
検
討
し
、
中
枢
的
な
組
織
守
つ
く
り

を
行
な
う
と
共
に
、
消
費
者
二

l
ズ
に

応
え
う
る
商
庖
街
守
つ
く
り
に
努
め
、
指

導
を
強
力
に
行
な
っ
て
い
き
た
い
。¥ 

わ

住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
、
行

政
の
役
割
の
明
確
化
と
人
的
、
物
的
資

源
の
効
率
的
な
運
用
に
よ
り
、
活
力
あ

る
福
祉
社
会
実
現
と
充
実
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て
い
る
行
政
改
革
は
、

本
町
と
し
て
も
国
、
県
に
準
ビ
、
支
出

の
節
減
と
事
務
の
合
理
化
を
図
り
な
が

ら
、
機
構
並
び
に
業
務
内
容
を
見
直
し
、

行
政
改
革
推
進
チ
l
ム
を
編
成
し
、
慎

重
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

た
い
へ
ん
厳
じ
い
状
勢
下
に
あ
り
、

議
会
の
皆
さ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
卜

八
万
ご
認
識
い
た
だ
い
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
。
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一離会討32~意丹台
(二二昭和57年慶二コ

昭和57年度の当初予算が次の通り決まり

ました。(%は前年度当初予算との比較)

[一般会計132億 6，110万 6千円 (4.3% 

増)

[国民健康保険特別会計J7i意 1，053万 9
千円 (13.7%減)

[国民健康保険直営診療所特別会計] 1，045 

万円 (7.9%増)

I住宅新築資金等貸付事業特別会計] 6，492 
万3千円 (26.4%増)

[港湾施設特別会計] 1，022万円(1.0%減)

[簡易水道事業特別会計13，946万 7千円

(2l.4%増)

[水道事業会計]収主主的収入予定額 6，137

万 2千円。収益的支出予定額 6，137万 2千

円。資本的収入予定額 8，682万 1千円。資

本的支出予定額 9，727万 1千円。

[工業用水道事業会計]収益的収入予定額

2.226万 8千円。収益的支出予定額 2，098

万 5千円。資本的収入予定額 3，636万 5千

円。資本的支出予定額 4，125万 3千円。

一一一昌 一議会 e 予算の使~\みち今年度の特徴

新
し
い
事
業
や
、
と
く
に
力
を
そ
そ

ぐ
事
業
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

大
き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の
な
ど
を
「
特

徴
」
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
(
文

中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比

較
。
一
般
会
計
の
目
的
別
費
目
総
額
の

(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
の
総
額
に
占

め
る
同
費
目
予
算
の
割
合
)

匝関綿織 11

五
十
ヒ
年
度
の
地
方
財

政
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

よ
り
は
更
に
き
び
し
い
財

政
事
情
の
下
で
、
慎
重
に

各
科
目
を
見
直
し
、
財
政

の
健
全
化
キ
基
調
と
し
て
、

お
お
む
ね
園
、
県
と
同
機

な
方
針
で
編
成
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
社
会
経
済
情
勢
や
行
財
政

改
革
に
対
応
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

可
能
な
限
り
徹
底
し
て
経
常
的
経
費
の

節
減
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民
生
活
に

直
結
し
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
財

源
の
許
す
限
り
対
応
し
て
ゆ
く
考
え
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

総務費

一
般
管
理
・
文
書

広
報
・
有
線
放
送
電

話
・
財
産
管
理
・
企

画
・
事
務
連
絡
・
生

活
行
政
推

進
e

徴
税

・
一
戸
籍
住

民
登
録
・

選
挙
な
ど

の
こ
と
に

使
う
お
金

の
こ
と

広
報
モ
ニ
タ
ー
制

を
実
施

広
報
活
動
を
充
実
す
る
た
め
広
報
モ

ニ
タ
ー
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。有
線
放
送
施
設
は
、
大
和
地
区
幹
支

線
改
修
工
事
な
ど
を
行
な
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

過
疎
現
象
の
著
し
い
本
町
の
振
興
発

展
を
期
す
る
た
め
、
第
二
次
開
発
を
推

進
す
る
の
に
必
要
な
経
費
、
ま
た
ミ
ニ

町
勢
一
要
覧
を
作
成
し
、
町
内
全
戸
に
配

付
す
る
経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

柴
日
ノ
浦
地
反
に
集
会
所
を
建
設
す

る
ほ
か
、
黒
田
分
館
と
須
沢
集
会
所
の

「
陽
だ
ま
り
の
部
屋
」
に
備
品
等
を
整

備
し
ま
す
。

町
長
選
挙
、
県
知
事
選
挙
の
年
度
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
必
要
経
費
あ
わ

せ
て
一
立
百
九
十
二
万
七
千
円
を
計
し
し
o

31意[3，959万1千円 (10.4%)

円の歳入歳出

位百回
)
の
合

入
額
割

5
金
る

捨
は
め

4
~子
占

た一般会計



5 

翠宣言ヨ

老
人
福

北

斗

・

日

山

静
費
目
刊

輸
J

鳩
必
寓
う

JI--
国
民
年

戎
謡
ぺ
A
W河
泊
川
行
同
日
舛
コ
金
・
生

科

可

』

，

、

ノ

告

{

活

保

護

九
ー
ザ
民
仙
川
一
時
一

同
斗
B
品

問

ど

に

使
う
お
金

の
ご
と

守宅詔霊塞霊室主Z室益窪雲豆議会@予算の使いみち今年度の特徴園田E霊平ぷ

施

術

の

補

助

を

五
百
円
に

敬
老
会
の
報
償
資
は
、
手
人
山
町
1
た
り

の
補
助
会
今
月

μ
卜
円
増
領
し
て

f
ぺ

汀
五
十
円
に
、
じ
い
i

歳
以
上
の
方
が
施

術
(
あ
ん
ま
、
は
り
、
証
一
晶
子
7
)

を
受

け
る
と
き
の
補
川
令
は
一
川
五
百
円
に

別
類
し
ま
し
弁
一
J

ね
た
き
り
老
人
山
介
法
省
が
、
疾
病
、

山
産
、
事
故
な
ど
や
む
4-
借
な
い
理
由

で
、
そ
の
玄
庭
に
む
い
て
ね
た
き
り
左

人
を
介
護
で
き
な
い
場
合
、
一
時
的
に

ね
た
き
り
主
人
を
施
設
に
収
容
す
，
q
事

業
費
と
し
て
卜
今
行
一
一
千
円
を
計
L
しし

ご
い
ま
す
。

在
宅
老
人
福
川
村
従
事
件
反
費
な
ど
を

計
し
し
し
て
い
ま
す
。

衛生費
こおに理汚防・生保
と金使な物止公全健
。のうど処・害般衛

2億8，358万5千円(8.7%)

医肇翠玄Z

成
人
病
検
診
な
ど

の
百
円
も
う

5i意8，193万2千円 (17.8%)

漣
市
づ
く
め
の
み
允
め
宗
達
九
千
減
、
成

人
山
下
級
、
貧
血
検
査
、
体
力
刈
定
等
を

た
わ
弛
す
る
こ
と
、
結
問
、
成
人
的
検
診

に
付
す
る
北
け
も
う
に
力
争
人
わ
、
受
診

前
半
の
向
卜
合
同
る
ほ
か
、
早
期
以
品
川
九
、

H
1
問
治
療
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

」

9
0ぃ

玉
川
防
止
の
た
め
、
水
一
円
、
大
気
、

治
相
川
の
剥
査
を
行
な
う
た
心
一
日
-
一
十

八
万
円
を

A
h
o
J
一
み
焼
却
均
の
炉
修

繕
伐
と
し
て
川
(
円
五
十
万
円
を
計
上
し
、

効
率
的
な
込
用
を
川
る
こ
と
に
し
て
い

主
上総
刊
で
は
、
一
一
司
六
・
九
%
ク
ゃ
く
な
っ

ず
¥
、
ー
レ
ヤ
L
P

し

9
0t弘

農林水産業費
とおど業林
金に関業農
の使係・業
こうな i魚

5億2，562万4千円(16.1%)

第
一
次
産
業
の
振
興

国
七
問
点
且
は
、
五
十
六
年
度
豊
茂
地

日
の
川
・
一
五
平
方
キ
ロ
パ
J47
一
完
了
、

川
引
き
コ
統
き
同
地
医
の
パ
-
二
一
平
方
キ

ロ
い
を
実
施
す
る
予
定

F
、
必
要
経
費

と
し
て
三
千
六
百
九
卜
二
万
四
千
円
を

十
上
。農
業
振
興
問
係
で
は
、
主
し
差
基
盤
整

渦
の
た
め
農
道
大
屋
(
J
虫
ー
印
紙
J
7
向
設
、

総
卒
業
費
四
千

J
H
七
十
一
一
万
四
千
円

を
計

l
、
こ
の
ほ
か
生
産
陀
向
ヒ
対
策

レ
し
し
て
中
柏
崎
刈
類
追
熱
装
盟
問
設
置
事
業

な
ど
の
補
助
と
し
て
四
百
七
十
五
万
八

二

1
j
f
L
I
1
0

1
1
川
ド

J
1
i
d
-
-

立
国
A
R

昨
振
興
関
係
で
は
、
新
た
に
家
畜

事
政
防
止
対
策
十
日
I

ト
び
環
境
保
全
事
業

の
補
助
一
‘
卜
八
万
円
を
計

k
o

林
業
振
興
関
係
で
は
、
漁
業
近
代
化

狗
設
や
漁
均
援
備
を
同
る
た
め
、
共
川

漁
日
パ
保
管
施
設
、
九
照
的
投
買
事
業
費
一

千
八
一
日
一
十
一

υ円、

mu一
類
の
増
殖

を
川
る
た
め
稚
内
…
、
休
日
(
の
放
流
、
中

山
育
成
と
た
ニ
つ
ぽ
投
入
事
業
な
ど
の

補
助
二
斤
九
卜
万
円
、
こ
の
ほ
か
新
沿

作
漁
業
構
遺
改
茎
口
事
業
の
調
古
川
究
賢

百
万
円
を
計
上
7
v
J
f
¥
J

と
す
。

商工費
と金使閣・
のう係観工商
こおに光業業

商
工
業
不
況
対
策

に
重
点

商
工
業
の
不
況
打
開
を
阿
る
た
め
、

商
工
会
の
仔
成
補
助
金
の
引
き
上
げ
を

行
な
い
、
中
小
企
業
振
興
資
金
の
利
子

補
給
及
び
保
荒
川
一
手
合
川
上
し
て
い
ま

ι' 制
光
に
つ
け
で
は
、
円
砧
の
遊
歩
道

整
備
費
を
討
と
し
て
い
ま
す
り

総
額
で
前
年
度
よ
り
七
・
八
%
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

性質別に見

2，468万3千円(0.8%)

ゑぬ
"2 '人件号翌日億:361万7千円

(24.7%) 

!品自
32i憲民110万S千

(金額は千円単位
以⑥など円内数
(%は予算総額に

イ1

5 
2ノl建設事業費
10億7、137Ji'l f-II: 

(32.8%i 

島iき@
邸時



6 

自動品
土木費
うな安道湾河
とおど全・・川道
金に施交下・路
の使設通水 j巷

公
営
住
宅
の
建
設

昨
年
度
に
ひ
き
続
い
て
下
須
戒
に
大

和
団
地
中
高
層
四
階
建
一
棟
十
六
戸
の

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。町
道
新
設
改
良
で
は
、
柿
の
久
保
線

ほ
か
各
所
の
町
道
改
良
、
舗
装
の
整
備

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一一 一議会@予算の使いみち今年度の特徴

議時~)
消防費

防
火
防

災
の
た
め

に
使
う
お

金
の
こ
と

ポ
ン
プ
蔵
置
所
を

新
増
築

消
防
施
設
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
四

ト
立
方
灯
級
の
防
火
ル
小
そ
う
一
基
(
大

久
保
地
反
)
、
-
一
十
立
方
H
M
級
防
火
水
そ

う
で
一
基
(
下
須
戒
日
野
地
地
区
、

A
7
坊

大
谷
地
氏
、
柴
白
方
地
区
)
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

喜
多
機
と
櫛
生
分
団
に
ポ
ン
プ
蔵
置

所
を
新
・
増
築
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

ト
ヲ
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を
二
台
購 4fj意7，134万6千円(14.5%)

入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
一
九
・
一
%
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

災害復旧費
:J:，'るか災
金た所害
のめをを
こに復受
と使!日け
うすた

旦
柳
農
道
ほ
か

農
業
用
施
設
災
害
の
復
旧
工
事
で
、

戒
川
豆
柳
農
道
ほ
か
を
施
工
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

公
共
土
木
施
設
災
害
の
復
旧
工
事
は

町
道
朝
日

1
大
峯
線
ほ
か
を
施
工
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
o

9，496万4千円
(2.9%) 

教育費

れ用な校健民族お般教育
まもど舎体館館金に育・学
す含の建育・・で使の社校
ま費設.i呆公水う全会教

4t意3，273万5千円(13.3%)

豊
茂
小
の
校
舎
改

築
費
な
ど

長
浜
小
学
校
の
渡
り
廊
下
、
白
一
一
流
小

学
校
の
土
情
工
事
、
喜
多
漉
小
学
校
の

校
舎
屋
上
防
ぷ
工
事
、
校
舎
裏
排
水
工

事
、
豊
茂
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
、

長
浜
中
学
校
の
特
別
教
棟
サ
ッ
シ
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
四
・
八
%
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

3，234万9千円
(l.0%) 

-9 
O 総 A 且 '"  自由

額竺主主lì:立づE空~
でお!ー織轟
J¥ '官、、w 、 6 ・、

八
% 
多
くと金 1吏た運
な のうめ営議
っ こおにの会
て
い 5.733万7千円
ま(l.8%)

議会費

ま 1，~ 
す総 ，/."";II I，;:"..__ 
。額 d 円::;11 t，:::~.， l 
で.it例T日;I ~ ~ ~ I・38;;:1

~~~山五地!
白公債費
% 
多 と金
く の返
な こI斉
て〉

ご 41:意1，227万3千円
い (12.6%)

そ
の
ほ
か
、
労
働
費
、
予
備
費
等
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

国民健康
保険

7億1，053万9千円

掛
人
7

年
度
は
医
療
費

の
伸
び
の
低
下
及
び

老
人
医
療
の
別
建
て
な
ど
を
考
虚
し
、

一
J
7
七
%
少
な
い
予
算
を
計
上
、
医

療
費
の
通
知
、
疾
病
予
防
対
策
に
重
点

を
わ
い
て
健
康
増
進
を
阿
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

国保直診

1，045万円

(匝
累
積
赤
字
の
解
消
の
た

め
五
百
万
円
を
計
上
、
単

年
事
業
赤
字
百
七
十
五
万
二
千
円
を
一

般
会
汁
か
ら
繰
り
入
れ
て
、
総
額
で
八
・

四
%
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

四が
%あ
多る
く見
な込
つみ

てで
いず地五 ハ
ま。取件本 { J..:¥ 

tド叫ぶ鍛
主14'主同 |りヒコ
~ '/件~!!J
六希 、新 4 起斗:..:.:....1ー
望用築

住宅新築資金
等貸付事業

6，492万3千円

ー
長
1
L

合

T
J
T
¥

港
湾
セ
ン
タ
ー
て
す
り

塗
装
替
え
を
行
な
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
前
年
度
よ
り

0
・
九
%
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

港湾施設

1，022万円

|
|
|
九
4

2

「
川
し
出
川
臼
)
-

R
~

ぷ

今
年
は
簡
易
水
道
施
設

の
見
直
し
を
重
点
的
に
行

な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

青
島
簡
易
水
道
、
出
海
簡
易
水
道
改

良
工
事
の
建
設
改
良
資
と
し
て
-
二
白
八

十
八
万
円
計
し
し
し
て
い
ま
す
。

簡易水道

3，946万7千円

水道事業

o買書の通り)

物川川

赤
水
対
策
を
重
点
的
に

行
な
い
、
大
和
橋
水
管
橋

架
設
工
事
、
配
水
管
布
設

替
工
事
(
五
か
所
)
の
建
設
改
良
費
と

し
て
八
千
七
百
三
卜
二
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

工業用
;水道事業

!i (頭書の通り)

大
和
橋
本
管
橋
架

設
工
事
の
請
負
費
な

ど
を
計
上
し
て
い
ま

す。

集
団
間
伐
促
進
事
業

林
業
改
善
資
金
の
貸
付
け

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
国
の
要
綱
に

基
づ
い
て
、
県
か
ら
間
伐
促
進
重
点
市

町
村
と
し
て
本
町
も
指
定
を
受
け
て
、

集
同
間
伐
促
進
事
業
を
昭
和
六
十
年
度

ま
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

{
採
択
基
準
}

⑨
自
然
条
件
な
ど
か
ら
み
て
、
一
体
と

し
て
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
区
域
で
あ
る
こ
と
。

⑨
一
な
い
し
数
個
の
林
斑
か
ら
な
る
小

流
域
内
に
あ
る
こ
と
。

⑧
一
集
団
間
伐
団
地
内
に
集
団
的
な
間

伐
を
計
画
的
に
実
施
す
る
緊
急
間
伐

対
象
森
林
(
十
六

1
二
十
五
年
生
)

が
お
よ
そ
五
信
以
上
あ
る
こ
と
。

一
補
助
率
}
知
事
が
別
に
定
め
る
事
業

費
(
瓦
十
六
年
度
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヨ
た
り

九
万
一
千
六
行
円
)
の
五
分
の
回
以
内
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
農
林
水
産
課

ま
た
は
森
林
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



7 

こ
の
た
び
今
坊
地

灰
に
人
7

坊
集
会
所
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

長
浜
町
京
社
会
教
育

設
置
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
所
は
、

荷
捌
所
と
合
併
施
行

し
た
も
の
で
、
地
域

改
差
リ
教
育
の
た
め
の

集
会
所
で
あ
り
、
本

年
度
か
ら
文
郎
肖
の
委
嘱
事
業
で
あ
る

年
間
二
百
問
卜
時
間
の
集
会
所
指
導
事

業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

社会教育集会所
設置条例を制定
57年4月1自から

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
補
助
は
五
百
円
に

老
人
施
術
補
助
金
条
例
を
改
正

議会・そのほか決まったこと

老
人
保
健
の
向
ト
し
と
福
祉
の
増
進
を

川
る
こ
と
を

H
的
と
し
た
、
老
人
に
対

し
て
の
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

補
助
は
、
施
術
一
川
に
つ
き
、
条
例
の

一
却
を
改
正
し
て

μ
百
円
に
な
り
ま
し

たご
育
児
手
当
金
千
円
に

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

被
保
険
有
が
出
荷
し
た
均
合
、
育
児

子
中
」
へ
主
と
し
て
六
か
円
問
、

A

か
げ
に

つ
き
五
百
円
支
給
し
て
い
た
も
の
が
、

条
例
改
正
に
よ
っ
て
、
同
月
一
円
か
ら

干
円
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

奥
地
藍
共
同
給
水

施
設
を
追
加

曲
豆
茂
の
奥
地
灰
に
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
た
奥
地
区
共
同
給
ぶ
施
設
が
完
成

し
、
簡
易
ぶ
道
事
業
施
設
及
び
飲
料
水

供
給
事
業
施
設
の
設
置
並
び
に
給
水
に

関
す
る
条
例
が
改
正
さ
れ
、
給
中
小
人

U

間
十
八
人
、
一
日
最
大
給
水
量
九
・
六

す
一
万
米
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

離
島
彊
興
法
証
一
長
に
関

す
る
決
議
書
を
採
択

離
島
振
興
法
は
、
離
島
住
民
の
精
神

的
な
支
え
で
あ
り
、
島
民
生
活
の
安
定
、

向
上
を
阿
る
と
と
も
に
、
真
に
国
民
経

済
に
寄
与
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
法
は
五
十
七
年
度
末
で
期
限
ぎ
れ

と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
離
島
振
興
法
の
延
長
を

は
か
り
、
有
効
期
限
は
最
低
十
か
年
と

し
、
現
行
の
内
容
を
堅
持
す
る
こ
と
な

ど
の
決
議
書
が
受
理
採
択
き
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

上
田
重
喜
氏
を
再
選
任

長
浜
町
同
定
資

虐
評
価
審
査
委
員

会
委
員
・
し
し
日
重

喜
氏
(
長
浜
)
は
、

一
-
一
月
一
二
十
一
日
で

伺
委
員
の
任
期
が
満
了
の
た
め
、
町
長

は
後
任
委
員
に
長
浜
二

O
R
の
上
田
重

喜
氏
(
五
回
)
H
H
写
真
ー
を
再
選
任
、
議
会

の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
万
場
一
致
で

同
志
さ
れ
、
ひ
き
つ
〉
つ
い
て
同
委
げ
は
に

決
ま
り
ま
し
た
。

同
委
員
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
一
小

服
や
異
議
の
中
し
す
一
て
が
あ
っ
た
も
の

に
つ
い
て
審
査
し
決
定
す
る
の
が
任
務
c

任
期
は
で
一
年
で
、
定
数
は
一
一
一
人
。
委

員
は
次
の
方
々
で
す
。

戒
川
の
徳
田
平
八
郎
さ
ん
軍
出
海
の

藤
井
嘉
友
さ
ん
曹
長
浜
の
上
田
重
喜
さ

ん。

議
員
報
酬
、
三
役
@
教

育
長
給
与
を
故
正

昨
年
の
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
正

さ
れ
た
一
般
町
職
員
給
与
と
の
不
均
衡

を
足
正
す
る
た
め
「
長
浜
町
議
会
議
員

手
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

支
給
に
悶
す
る
条
例
」
「
長
浜
町
長
、
助

役
、
収
入
役
給
与
条
例
」
の
一
却
を
そ

れ
ぞ
れ
改
正
、
こ
と
し
四
月
一
口
か
ら

桜
削
や
給
与
円
額
を
次
の
通
り
改
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
む
、
こ
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、

さ
る
-
一
円
十
二
日
に
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
審
議
を
経
て
お
り
、
同
B

悼
討
議
会

の
答
申
に
基
づ
い
た
改
正
と
な
っ
て
い

ま
す
。
(
)
は
改
正
前
の
類
。

一
町
議
会
議
口
報
酬
月
額
一
議
長
H
H
十

六
万
-
一
千
円
(
卜
丘
万
一
二
千
円
)
マ
副

議
長
H
H
卜
一
一
一
万
八
「
円
(
十
一
一
一
万
-
千

円
)
マ
議
員
H
H
十
手
一
万
七
千
円
(
十
二

万
円
)
{
町
一
一
一
役
一
町
長
l
k十
万
八
千
円
(
月

十
八
万
円
)
マ
助
役
日
間
卜
一
万
江
「

円
三
一
十
九
万
J

一
千
円
)
マ
収
入
役
リ

一
二
十
八
万
五
千
円
(
一
二
十
六
万
五
千
円
)

ま
た
、
同
ピ
理
由
に
よ
り
「
長
浜
町

教
育
長
給
与
条
例
」
の
-
部
も
改
正
さ

れ
、
教
育
長
の
給
与
月
額
が
次
の
通
り

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
教
育
長

四
万
円
)

Ji 
万
九
千
円

特
別
職
、
教
委
、
農
委

の
報
酬
額
も
改
正

常
勤
材
別
職
や
他
町
村
同
職
と
の
均

衡
な
ど
を
保
つ
た
め
、
長
浜
町
特
別
職

職
員
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
委
氏
、
長
浜

町
農
業
委
員
会
委
員
の
「
報
酬
お
よ
び
質

問
弁
償
条
例
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
、

こ
と
し
四
月
一
円
か
ら
報
酬
お
よ
び
伐

問
弁
償
額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
(
)
内
は
改
正
前
の
街
。

{
監
大
委
日
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員

l
十
五
万
六
千
円
(
十

四
万
八
千
円
)
マ
知
設
統
験
委
U
H
I
十

八
万
八
千
円
(
十
七
万
九
千
円
)

{
選
挙
管
珂
一
委
H
H
一
会
委
員
報
酬
年
領
]

委
員
長

1
一
二
一
万
八
千
円
(
一
一
一
万
六
千
円
)

マ
委
員
H

一
一
-
万
二
干
円
(
一
一
一
万
一
千
円
)

{
教
育
委
民
会
委
日
報
酬
年
額
一
委
員

長
l
二
十
万
円
(
十
九
万
円
)
マ
委
員

リ
ト
七
万
八
千
円
(
十
六
万
九
千
円
)

{
農
業
委
民
会
委
日
報
酬
年
額
}
会
長

l
十
一
立
万
九
一
ハ
千
円
(
卜
同
万
八
千
円
)

マ
会
長
代
理
J
H
卜
同
力
同
千
円
(
十
て
一

万
六
千
円
)
マ
委
員
H
H
十
一
一
一
万
二
千
円

(十
F

一
万
四
千
円
)

白
石
農
道
の
復
旧

日
年
度
一
般
章
構
正
(
専
決
)

県
か
ら
い
事
業
費
の
追
加
割
当
が
あ
り
、

特
に
復
旧
が
急
が
れ
る
出
海
の
白
石
由
民

道
を
実
施
す
る
た
め
百
一
三
十
五
万
六
千

円
を
計
上
し
、
県
補
助
金
と
予
備
費
を

あ
て
斤
-
一
十
九
万
六
千
円
を
専
決
補
正

し
ま
し
た
。

里
(
A
旦
寒
波
被
害
補
助
な
ど

一
般
会
計
補
正

五
十
六
年
度
の
一
般
会
計
予
貨
に
、

A
7
M
川
千
瓦
行
同
十
丘
万
一
今
一
千
円
を
減

額
補
正
、
山
「
予
賞
会
計
の
総
額
は
、
」
一

十
五
億
七
千
百
四
卜
一
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

補
正
し
た
予
算
の
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
と
お
り
。

総
務
費
有
線
放
送
施
設
自
動
交
換

所
の
調
整
及
び
清
掃
の
た
め
に
一
二
卜
八

万
円
。
生
活
行
政
推
進
費
の
行
二
十
八

万
円
の
減
額
は
、
高
齢
行
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
陽
だ
ま
り
の
却
原
設
置
に

伴
う
備
品
購
入
費
の
不
用
額
と
、
橋
守
一

し
し
地
反
テ
レ
ビ
共
同
交
信
施
設
事
業
が

不
採
択
と
な
っ
た
た
め
。

民
生
費
地
方
改
弁
事
業
で
の
橋
江

浜
地
ば
に
建
設
予
定
で
あ
っ
た
住
主
の

施
行
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
に
四
千
八

百
一
今
一
十
一
万
円
を
減
額
補
正
。

衛
生
費
大
洲
喜
多
衛
生
事
務
組
合

負
但
金
問
百
五
卜
-

A

万
同
千
円
。
心
小
道

事
業
会
汁
へ
の
補
助
金
丘
一
向
万
円
。
貸

付
金
と
し
て
、
水
道
事
業
会

A
ヘ
四
百

万
円
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
ヘ
一
一
行

万
円
。
簡
易
水
道
事
業
持
別
会

A
へ
の

繰
山
全
百
九
十
万
円
。

農
林
水
産
業
費
異
常
寒
波
被
害
対

策
事
業
費
補
助
金

ι自
十
五
万
一
千
円
。

本
年
度
に
施
行
し
た
作
業
林
道
の
開
設

補
助
金
-
-
行
二
十
七
万
三
千
円
。

商
工
費
県
単
街
路
灯
新
設
事
業
が

不
保
択
と
な
っ
た
た
め
一
二
十
万
八
千
円

を
減
額
補
正
。

土
木
費
町
道
新
設
改
良
費
の
立
木

補
償
五
十
八
万
八
千
円
c

教
育
費
長
小
プ

l
ル
の
入
札
減
少

金
百
五
十
万
円
。
ス
ケ
ー
ル
パ
ス
購
人

に
よ
る
不
用
額
百
一

ι卜
一
万
七
千
円
。

今
坊
集
会
所
の
工
事
活
負
費
八
十
一
万

円
を
減
額
補
正
。
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5
p

m
 
州

五

十

七

年

町

議

会

第

一

凶

定

例

会

で

は

、

問

問

大

本

春

明

氏

、

和

田

、

辛

口

氏

、

津

田

龍

雄

川

崎

氏

、

二

宮

英

二

氏

、

出

中

定

幸

氏

が

質

問

一

一

閣

を

行

な

い

ま

し

た

。

お

も

な

も

の

の

内

火

口

順

順

い

次

の

通

り

。

劇

シ
ン
グ
飯
田
械
が
工
場
建
設
仁
若
L
し

て
い
る
。
徐
々
に
企
業
立
地
が
進
ん
で

お
り
、
過
渡
期
に
お
け
る
企
業
す
地
と

働
〈
場
所
a

つ
く
り
に
努
め
、
地
場
産
業

の
育
成
、
指
導
、
ま
た
企
業
誘
致
に
は

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

zs:室率三益田監翠翠盤璽盟三翠覆~

智
也
日
荷
主
業
乃
雪
戊

i
i
f
ォ巨人当一一//レ

-ZF
日一

土
青
れ
ず
哩
勺
J

こ

f
l
V
4・芹

1
t
q
:円口
!
l
v

ー
過
疎
対
策
の
見
直
し

1

大
本
議
員
・
占
辰
村
部
に
お
い
て
、
結

婚
し
て
も
住
宅
不
足
の
た
め
、
地
区
外

へ
転
出
す
る
人
が
多
く
、
活
力
あ
る
若

者
の
定
山
者
は
減
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

こ
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
。
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
集
中
的

に
行
な
わ
れ
て
い
る
住
宅
建
設
も
、
地

域
の
実
情
に
即
し
て
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
い
い
考
え
て

い
る
か
。

定
住
者
確
保
の
た
め
、
地
場
産
業
の

育
成
強
化
が
必
要
だ
と
忠
う
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
町
内
に
む
け
る
各
集
落

の
過
疎
現
象
は
遂
行
し
、
若
右
層
の
流

出
以
と
ま
ら
な
刊
と
め
、
二
れ
を
防
ぐ

た
め
の
二
月
と
し
て
、
大
和
地
区
守
一
公

営
住
右
卜
六
一
戸
を
建
設
し
、

A
7
年
度
孔

引
き
続
き
同
規
模
の
企
営
住
宅
を
建
設

す
る
汗
同
で
あ
る
。
今
後
は
、
ご
指
摘

の
点
を
考
慮
し
、
集
落
毎
に
均
衡
あ
る

人
口
定
住
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
園
、
県
の

指
導
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

集
落
ん
ぼ
の
定
性
人
口
と
一
雇
用
機
会
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
唱
相
間
十
四
f
)

丘

年
に
誘
致
し
た
企
業
が
各
地
に
立
地
操

業
き
れ
て
わ
り
、
最
近
で
は
仁
久
に
中

W
J
電
気
が
、
主
た
現
在
、
晴
海
に
ラ
イ

望覆窪罷塁悪Z理部園田議会。一自主賓間 E医窪翠翠璽翠恋工三ζ王室

開
発
事
業
で
児
童

数
の
増
加
を

ー
長
浜
の
教
育
基
本
姿
勢

1

大
本
議
員
:
・
校
内
暴
力
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
前
の
議
会
で
も
対
策
が
一
ポ
さ

れ
た
が
、
教
師
い
か
校
区
内
に
定
住
し
、

U
常
生
活
の
中
に
と
け
込
ん
で
、
家
庭

と
教
師
と
児
童
の
心
の
つ
な
が
り
の
中

で
教
育
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
、
現
在
の

よ
う
ま
閣
題
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

教
師
の
力
に
協
力
を
求
め
て
、
校

K
内

居
住
の
運
動
を
進
め
て
い
け
ば
必
ず
成

果
が
上
が
る
と
忌
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ 下須戒に誘致された篠原縫製工場

う
に
考
え
て
い
る
か
。

従
前
よ
り
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
統

合
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
L

たが、

現
在
も
そ
の
方
針
に
か
わ
り
は
な
い
か
。

ま
た
、
児
童
数
の
減
少
で
複
よ
ほ
業
の

行
な
わ
れ
て
い
る
学
校
が
尺
校
あ
る
が
、

こ
の
現
実
を
ど
う
受
け
と
め
て
、
対
策

を
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
機
明
暗
や
施
設
め
充
実
に
つ
い
て
、

現
在
で
は
中
心
校
が
優
先
さ
れ
て
い
る

感
じ
が
す
る
が
、
同
辺
の
小
規
模
校
が

前
一
一
の
青
島
小
学
校
と
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
思
け
切
っ
た
政
治
酌
配
慮
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
コ

臼
田
教
育
長
:
住
宅
の
普
及
、
生
活

校
式
の
変
化
に
加
え
、
自
家
山
車
の
普

及
に
伴
う
道
路
網
の
整
備
、
交
通
機
関

の
発
達
等
に
よ
り
、
校
区
内
に
居
住
す

る
教
師
が
少
な
く
な
っ
と
い
る
の
が
現

況
で
あ
り
、
各
小
学
校
長
を
通
じ
で
協

力
要
請
を
行
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る
つ

ま
た
、
教
職
員
の
資
債
の
向
上
、
生

徒
指
導
の
徽
底
を
十
分
に
進
め
て
参
り

'ニミ。

ー

し小
学
校
の
統
合
は
現
在
の
と
二
ろ
考

え
て
い
な
い
。

児
童
殺
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
取
に

こ
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
現
在
進
め
ら

れ
で
け
る
臨
海
工
業
開
発
事
業
予
一
進
め

る
二
と
に
よ
り
、
人
口
の
増
劃
、
収
入

の
安
定
を
図
っ
て
、
中
心
部
に
か
た
よ

ら
な
い
児
童
の
噌
加
を
検
討
し
、
複
式

学
級
の
解
消
に
努
め
ア
い
き
た
い
。

教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
理

事
者
と
協
議
を
進
め
J
G
が
ら
、
遂
次
品
川
心

情
全
進
め
て
お
り
、
プ
ー
ル
に
つ
い
て

μ
山
間
陸
地
部
を
優
先
的
に
整
備
を
し

て
き
で
お
り
、
校
舎
や
屋
体
に
つ
い
て

は
、
整
備
の
で
き
る
朱
什
を
そ
な
え
た

と
こ
ろ
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
参
り

た
い
。
教
育
機
器
に
つ
い
て
は
校
舎
改

築
の
折
に
配
慮
し
た
い
。

衡近
JLを隣
苔自己田I
Z慮村
霊しと
?での
均

大
本
議
員
:
・
昭
和
五
十
七
年
慢
の
入

所
希
望
者
は
、
四
一
一
旦
茂
保
育
所
を
除
い
て

定
員
不
足
と
関
口
い
で
い
る
が
、
そ
の
対

策
な
ど
う
考
え
て
い
る
か
っ
そ
の
対
策

と
L
て
、
保
育
料
の
見
直
し
と
保
育
時

間
を
五
時
ま
で
延
長
寸
れ
ば
、
多
少
園

児
も
増
加
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

て
い
る
か

二
宮
町
長
:
保
育
科
の
改
空
並
び
に

保
育
時
聞
の
延
長
に
つ
い
ご
以
、
議
会

の
一
安
望
を
長
け
、
検
討
す
る
よ
う
担
当

課
に
命
ど
で
お
り
、
近
隣
市
町
村
と
の

均
衡
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
現
在
、
そ
の
実
態
、
傾
向
に
つ
い

て
調
査
L
て
い
る
。

原
案
が
ま
と
ま
れ
ば
、
議
会
に
相
談

し
た
い
と
考
え
で
い
る
の
}
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

商

工

会

の

育

成

強
化
を

ー
商
工
業
者
の
育
成
'
)

大
本
議
員
・
・
・
終
済
不
況
と
大
刑
ム
時
進

山
山
が
決
ま
っ
て
い
る
現
在
、
町
外
へ
の

流
出
在
い
か
に
く
い
止
め
、
消
費
行
が

求
め
て
い
る
良
い
品
物
を
安
く
提
供
で

き
る
か
と
い
う
原
点
仁
た
っ
て
の
対
策

と
指
導
が
、
2

尚
ム
業
者
の
体
質
改
議
け
と

あ
わ
せ
て
急
務
理
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
7
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
若
年
層
の
町
外
清
山
防

止
や
層
別
機
会
の
増
加
を
凶
る
た
め
、

開
発
事
業
を
推
進

L

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
先
ず
尚
工
会
の
育
成
強

化
が
先
決
ご
あ
る
。

大
型
自
い
い
負
け
な
い
だ
け
の
商
庖
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
広
主
の
意
識
改

革
と
庄
舗
の
改
装
美
化
な
ど
町
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
く
商
法
が
必
要

で
あ
り
、
基
盤
整
備
事
業
や
商
工
会
の

指
導
ほ
助
は
許
せ
る
限
り
対
処
し
、
努

力
し
た
い
の

ム7$公
言用正
きをを
立期
主し
豆艮

?で

大
本
議
員
:
・
全
国
的
主
問
題
と
な
っ

て
い
る
公
共
事
業
施
工
に
斗
と
っ
て
の

談
合
入
札
や
ゆ
着
問
題
法
、
本
町
に
お

い
て
も
身
近
な
問
題
と
し
て
関
心
が
高

い
と
忠
わ
れ
る
が
、
公
共
事
業
実
施
に
当

た
つ
ご
の
設
計
、
施
工
に
問
題
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
:
・
本
町
で
は
従
来
か
ら
厳

正
、
適
正
な
運
用
を
阿
っ
て
お
り
、
公

正
を
期
し
て
い
る
が
、
今
後
更
に
国
、

県
の
審
議
過
科
や
検
討
状
況
を
分
析
し

な
が
ら
、
実
効
の
あ
が
る
入
札
制
度
の

あ
り
ト
刀
を
慎
置
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

得皆
f てさ
長再生
三度三二
言出る
j局長
をを

大
本
議
員
:
・
昨
年
十
二
月
の
構
想
の

議
決
で
も
、
政
治
生
命
を
か
け
て
二
の

実
現
に
努
力
す
る
と
の
決
意
を
伺
っ
て

い
る
が
、
九
月
の
町
長
改
選
に
当
た
り
、

山
ら
の
力
で
町
民
の
協
力
合
同
町
て
、
範

を
一
不
す
意
志
が
あ
る
の
か
、

ζ

明一不幸一

願
い
た
い
の

二
宮
町
長
・
:
長
伝
町
は
今
、
た
い
へ
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人
大
切
な
時
期
で
あ
り
、
総
ム
口
工
、
不
ル

ギ
1

基
地
を
山
中
心
と
す
る
町
づ
く
り
に
、

政
治
生
命
を
か
け
て
努
力
す
る
つ
も
り

で
あ
る
。
九
月
の
町
長
澄
挙
に
は
、
再

度
出
馬
主
せ
て
い
た
だ
き
、
町
政
を
初

当
き
せ
て
い
と
ど
き
た
い
と
思
う
わ

五
十
八
年
度
か
ら

工
事
の
若
手
を

ー

上

水

道

問

題

1

盛盟国国圏議会。一般質問

和
国
議
員
・
・
上
水
道
の
問
題
に
つ

υ

て
は
、
再
一
二
議
公
で
も
論
議
き
れ
、
本

山
中
度
に
む
い
て
改
良
基
本
山
間
訟
を
策
定

す
る
と
い
う
ヂ
一
と
で
あ
る
が
、
そ
の
構

恕
は
け
つ
ご
ろ
で
き
あ
が
る
の
か
コ

現
在
あ
る
肱
川
の
伏
流
水
か
ら
の
取

水
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
ム
ノ
伐
も
水
源
ほ
肱
川
示
系
の
み

に
求
め
て
ゆ
く
の
か
。
ま
え
、
山
い
配

ぶ
管
の
布
設
桂
官
、
ぇ
等
改
良
工
事
は
い
つ

に
な
れ
ば
終
了

t
る
の
か
。

各
地
に
い
け
パ
在
し
て
い
る
簡
易
水
辺
も

配
水
川
巨
や
水
源
手
で
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
上
水
道
改
良
山
長
本
構
想
の
中

で
、
そ
の
水
、
ぬ
を
上
水
道
に
求
内
、
持

徒
主
せ
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
楚
備
奈
川

る
ニ
と
が
、
よ
り
経
済
的
で
丸
山
り
、
施

凡
況
も
安
全
性
に
富
ん
だ
色
の
に
な
る
と

思
う
が
、
LY
一
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
f

青
島
の
水
道
は
、
け
九
一
汁
一
た
い
へ
ん
な

維
持
溢
費
が
か
さ
み
、
抜
本
的
な
改
一
吾

策
[
ど
い
う
声
も
ご
て
い
る
が
、
現
状
は

と
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

一
方
そ
う
し
た
施
設
に
児

ωり
を
つ

け
て
、
青
島
丸
で
水
を
送
る
方
法
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
船
刊
に
よ
る
供
批
J
T」

検
討
し
で
お
る
な
ら
川
、
船
体
の
改
造

費
は
ど
の
〈
つ
い
考
え
で
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
基
本
格
惣
に
つ
い
て
は

室""'"露盤盗璽量霊室註と

川
在
立
案
中
で
あ
り
、
基
本
計
画
は
十

月
下
旬
に
は
山
一
可
了
す
る
ー
と
つ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
、
町
和
五
十
八
年
安
か

ら
工
事
に
答
子
し
た
い
と
考
え
て
川

9
0

現
在
の
施
設
で
配
送
管
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
昨
平
に
続
い
て
本
年
も
約
-
一

千
バ
、
金
額
で
五
子
万
円
を
投
ビ
て
布

設
替
え
を
行
な
は
、
杉
浦
を
「
る
予
定

で
あ
る
。

簡
易
水
道
に
つ
い
て
も
、
基
本
防
相
心

策
定
の
中
で
上
水
道
へ
の
統
合
夫
考
え

て
い
る
。
中
小
源
に
つ
け
て
は
、
肱
川
水

系
の
利
旧
を
身
え
て
い
る
が
、
一
部
の

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、

L

人
利
川
水
系

の
利
用
も
並
行
し
て
考
慮
し
て
い
く
つ

も
り
で
あ
る
亡
土
木
清
一
も
従
来
の
筒
易

水
道

ι宍
に
整
備
し
て
い
く
た
め
、
最

大
限
の
努
力
を
「
る
つ
も
り
で
£
る
ο

青
島
の
飲
料
水
供
鮎
に
つ
い
て
ほ
、

現
在
設
置
し
F

、
い
る
プ
ヲ
ノ
ト
は
初
期

の
も
の
で
あ
り
、
電
力
料
八
木
の
値
上
が

り
等
で
、
約
八
千
7

川
万
円
の
赤
字
を
だ
し

て
い
る
。
青
島
の
必
要
給
水
長
は
一
日

平
均
ト
二
・
五
ト
ノ
で
あ
り
、
夏
の
ど

iρ
ノ

時
で
約
一
一
十
ト
/
で
あ
る
c

定
期
船
「
わ

む
し
ま
」
で
+
川
約
十
五
ゾ
の
水
を
搬

送
し
、
給
水
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
、
所
要
料
費
は
、
船
体
改
造
約
三
一
行

万
円
、
青
島
で
の
乏
水
、
送
水
、
減
諸
国

処
理
等
合
わ
せ
ご
約
千
五
百
万
円
程
障
は

で
ふ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
県
川
町
肘
成

を
あ
恥
い
し
で
け
る
。

発公
l 注共
不を事
さ業
五 l土
l 早
期

和
田
議
員
・
不
況
対
策
に
つ
い
て
は

県
議
会
で
も
命
議
さ
れ
て
わ
り
、
不
況

の
構
造
が
世
界
的
、
全
国
的
で
あ
る
が
、

町
自
体
で
汁
山
で
き
る
分
野
に
お
い
亡

は
積
極
的
に
対
処
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
ら
宅
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
じ
公
共

事
業
を
早
期
に
売
主
施
工
し
、
景
気
浮

拐
を
考
一
汗
て
い
る
か
。

ま
た
、
一
雇
用
安
定
の
た
め
、
何
ら
か

の
対
策
会
ハ
ハ
乙
一
を
検
討
し
て
い
る
か
の

二
宮
町
長
・
・
閣
に
お
け
で
は
対
策
の

一
味
と
し
て
、
公
共
事
業
の
七
丘
%
の

前
倒
し
を
打
ち
山
し
て
わ
り
、
本
町
も

五
十
七
年
度
に
計
画
中
の
公
共
事
業
は
、

見
抗
し
を
行
な
っ
て
、
極
力
川
十
別
発
注

す
る
よ
う
期
浮
に
応
ミ
ア
一
い
。

日
明
状
の
よ
う
に
す
べ
て
の
長
業
、
経

済
が
冷
え
込
人
で
け
る
巾
?
の
一
履
刑
安

定
は
鋭
し
い
が
、
公
共
事
業
介
前
倒
し

ま
ど
に
よ
っ
て
徐
々
に
解
決
し
て
い
き

二
」
、
‘
。

j

L

 森
体
組
合
と
協
調

し
て
推
進
を

l
t
t

林
業
振
興
と
松
く
い
虫
対
策
l

和
田
議
員
・
・
・
本
町
の
林
業
農
家
収
入

の
う
ち
で
、
約
六
割
を
L
i
H

め
で
け
ろ
権

茸
も
、
価
格
、
豆
と
も
一
一
低
迷
し
て
お

り
、
惟
ザ
引
沖
引
け
一
引
に
つ
い
て
の
対
策
は
、

林
業
振
関
山
上
で
も
大
切
で
あ
る
と
忠長浜特産のしいたけ産業

ぅ
、
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

杉
、
松
市
代
一
小
良
い
原
木
を
多
量
に
主
一
広

寸
る
た
め
に
、
技
術
と
経
J

い
い
の
む
主
け
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
指
導
援
助
方
を
お

願
い
し
た
い

森
林
叫
~
け
が
事
業
主
体
と
な
り
、
目
、

県
の
補
助
対
象
事
業
で
あ
る
間
伐
促
進

総
合
吋
策
事
業
を
実
杭
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
ご
の
件
に
つ
い
て
と
の
よ

7

に
考
え
て
い
る
が
。

松
く
い
虫
に
上
る
被
害
で
、
伐
採
不

可
格
面
積
が
約
三
百
六
十
幻
ほ
と
あ
る

が
、
ナ
一
れ
「
勺
の
枯
死
し
た
z

正
木
伐
採
悦

び
に
整
地
事
業
も
、
川
円
山
県
の
助
成
に

土
り
夫
施
Y

J

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
町

と
L
て
、
松
く
い
虫
対
策
と
助
成
に
つ

い
じ
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
椎
茸
生
産
に
つ
い
て
は

森
林
組
合
?
引
究
討
議
さ
れ
て
お
り
、

町
と
?
)
ナ
¥
も
生
産
基
常
警
備
事
業
J
Z
継

続
実
施
し
、
新
規
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
ム
H

こ
協
議
し
、
総
合
町
政
の
中

で
可
能
な
限
り
以
り
入
れ
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

川
市
で
は
問
没
促
進
総
合
対
策
事
業
を

設
定
し
、

M
U
和
五
十
六
年
度
に
本
町
も

そ
の
指
定
を
交
け
、
一
向
か
年
間
で
百
れ

を
対
象
に
集
材
機
者
一
浮
人
し
、
森
林
組

合
の
労
務
班
に
よ
っ
で

A
劇
的
に
間
伐

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お

η
、
森
林

相
ん
口
と
協
剥
し
で
積
極
的
に
惟
進
し
て

い
を
一
た
い
C

松
く
け
虫
対
策
に
つ
い
て
は
、
治
山
、

治
水
、
森
林
緑
化
合
と
国
土
保
全
対
策

と
し
て
、
昭
和
五
十
川
年
度
か
ら
町
単

独
で
助
成
処
置
乏
講
じ
、
被
室
川
林
の
跡

地
に
は
、
作
立
原
木
の
補
完
用
と
し
て

枚
、
く
ぬ
ぎ
)
の
造
林
を
す
る
よ
う
に
稀

甫
の
助
成
を
す
る
な
ど
指
導
推
進
)
て

い
る
。

R
ム
り
ま
百
五
i

七
手

医
均
i

日
}
i
V
l
-
-
1
一

L
U
U
i

度
か
ら
着
工
を

ー
国
道
三
七
八
号
線
改
良
工
事
1

津
田
議
員
・
:
同
五
三
七
八
ザ
線
の
改

良
に
つ
い
て
、
双
海
工
区
は
進
肘
日
一
一
人

長
浜
住
民
の
願
パ
円
で
あ
る
松
山
市
ま
で

の
二
車
線
道
路
完
成

μ
、
い
つ
に
な
る

の
か
憂
慮
し
て
お
り
、
双
海
仁
区
の
改

良
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

晴
海
か
ら
山
町
の
長
浜
警
察
官
派
出

所
ま
で
の
国
道
日
船
員
が
狭
く
、
こ
の

ル
ト
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
県
と

協
議
し
、
計
画
会
れ
て
い
る
の
か
り
ま

た
、
い
つ
頃
完
成
す
る
の
か
。

沖
浦
か
ら
出
海
ま
で
の
問
で
、
須
沢

か
ら
約
七

T
M
の
改
良
計
画
法
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か

道
路
改
良
に
並
行
し
て
人
家
の
あ
る

場
所
で
法
、
消
波
ブ
ロ
y

ク
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で

は
高
潮
の
た
め
被
害
が
発
生
し
て
b
り、

ア
)
の
対
慌
の
た
め
、
消
波
づ
ロ
ッ
ク
を

訟
置
す
る
よ
う
、
凶
、
県
ヘ
強
く
要
剖
J

し
て
い
た
だ
き
疋
い
J

二
宮
町
長
・
・
双
海
工
区
に
つ
い
ご
は
、

聞
く
、
と
こ
ろ
に
よ
る
と
一
年
間
中
断
し

て
け
た
が
、
日
吋
容
は
施
て
し
て
い
る
c

来
改
良
延
長
は
約
七
干
ロ
げ
で
あ
り
、

工
事
の
進
め
方
は
、
上
灘
Jr
一
起
点
に
松

山
側
、
長
以
刊
を
同
時
に
施
工
す
る
計

画
の
よ
う
で
あ
7
0
ニ

駅
前
凡

i
ト
に
つ
い
て
は
、
円
門
的

に
川
県
い
ア
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
の

計
画
に
よ
る
と
、
臨
海
道
路
側
の
明
関

氏
主
前
を
通
り
、
喜
多
鉱
工
所
、
矢
好

一
応
氏
宅
前
か
ら
喜
多
石
油
へ
通
じ
る
現

道
拡
幅
を
基
本
い
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

五
十
七
年
度
か
ら
U
H
「
の
予
定
で
あ
る
。
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豆霊室主主

一
州
出

i
出
海
開
の
完
成
に
つ
い
て
は
、

川
和
六
十
年
度
を
円
安
に
努
力
を
す
る

所
存
で
あ
り
、
ゴ
協
力
を
お
願
い
し
た

高
潮
対
策
に
つ
い

γ
は
、
緊
急
度
の

高
い
地
区
を
継
続
し
て
↑
央
施
し
て
お
り
、

安
笠
の
か
所
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
所

管
で
あ
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
し
、

実
現
に
努
力
し
た
け

向調圃議会・一般質問 一Ft平'ß;~P!g

関
係
機
関
に
陳
情

、
内
山
線
開
通
に
伴
う
対
応
j

津
田
議
員
・
・
・
内
山
線
は
昭
和
五
十
九

年
度
開
通
を
め
ざ
し
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
開
通
に
よ
っ
て
問
路
線
の

ロ
ー
カ
ル
化
、
急
一
げ
つ
廃
止
、
間
引
き

運
転
等
に
な
る
の
ご
は
な
い
か
と
心
配

し
と
い
る
が
、
こ
の
間
題
に
ど
う
対
応

し
、
ど
の
よ
1
y
o
方
針
で
望
む
の
か
。

二
宮
町
長
:
二
)
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
一
作
以
来
閣
係
機
関
に
陳
情

し
て
お
り
、
開
通
後
九
奔
し
い
間
引
き

運
転
等
さ
れ
な
い
よ
〉
、
同
月

k
旬
点

松
総
吋
へ
陳
情
す
ァ
ワ
一
ナ
ん
正
に
し
て
け
る
。

通
勤
、
通
…
子
者
や
長
距
牒
利
川
行
に

不
便
を
き
た
さ
♀
い
よ
う
ー
一
、
主
た
、

貨
物
取
扱
い
駅
の
廃
止
を
し
な
い
よ
う

汁
応
し
て
い
き
た
い
。

ゎ
日
比
い
住
民
が
国
鉄
を
利
用
ト
9

る
こ

と
も
刈
応
の
-
つ
で
あ
り
、
ご
協
力
売

お
願
い
し
た
い
。

農
業
諸
団
体
と
提

携
し
て

内山線開通に伴い対応に迫られる長浜駅

{
)
農
産
物
の
自
由
化
問
題

1

津
田
議
員
:
・
最
近
新
出
、
テ
レ
ビ
等

で
報
道
き
れ
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ
と
の

貿
易
摩
擦
に
よ
る
農
産
物
の
自
由
化
に

つ
い
て
、
農
協
や
青
果
濯
に
お
い
て
も

対
応
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
山
山
化
さ
れ

る
と
第
一
次
庄
業
に
与
え
る
影
響
は
川

り
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
町
と
し
て
は
、
政
府
を

信
似
し
、
成
り
行
主
合
見
守
り
な
が
ら

県
山
農
業
活
川
体
と
提
携
し
て
述
動
を

進
め
る
と
共
に
、
治
会
と
も
協
議
を
し

て
巡
切
合
付
策
治
到
が
展
開
し
て
げ
き

L
n
J
R
V
r
t
 

な
わ
、
農
業
振
興
を
図
り
な
が
ら
、

兼
仇
茶
化
し
た
農
家
の
収
入
別
企
汚
ほ
し

て
い
き
た
い
。

答
申
を
待
つ

革
を
推
進

て
行

ー
行
政
改
革
に
伴
う
町
行
政

1

津
田
議
員
:
・
凶
に
h

ね
い
で
は
行
政
改

革
が
五
百
実
に
進
的
ら
れ
て
わ
り
、
本
町

で
Lι
影
響
を
交
付
る
し
し
思
う
が
、
こ
れ

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
臨
時
仔
政
調
霊
会
み
湾

中
を
踏
ま
え
、
今
年
の
七
月
予
一
ろ
決
定

方
針
を
打
ち
出
す
と
い
う
干
亡
」
ひ
あ
り
、

本
町
も
こ
れ
会
待
フ
て
本
格
的
な
行
前

三
以

7
R
与

こ

;

l
I
l
p卒
中

d

J

L

準
備
態
勢
と
し
て
、
行
政
改
革
推
進

チ
i
ム
を
設
け
て
検
討
を
進
め
て
参
り

た
い

連
携
を
強
化
し
、

本
庄
行
政
を

ー
沿
岸
漁
業
の
振
興

1

二
宮
議
員
:
・
わ
が
国
の
漁
業
は
、
一

-
内
海
里
永
域
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
内

海
漁
業
は
窮
地
に
お
ち
入
り
、
固
に
む

い
て
も
沿
岸
漁
業
の
見
直
し
を
行
な
〉

て
い
る
が
、
本
町
も
ほ
と
ん
ど
が
沿
岸

ぬ
業
で
、
零
細
で
あ
り
、
凶
、
県
の
指

晴
子
!
?
一
仰
ぎ
会
が
ら
、
大
型
魚
燃
を
設
置

し
て
沿
岸
川
山
誌
の
振
興
に
努
力
し
て
ゆ

く
べ
き
v

だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
告
か
。

二
宮
町
長
・
・
園
、
県
の
指
卑
援
助
は

絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
県
リ
一
月
の
大
型
缶
…

係
の
設
量
に
つ
い
て
は
、
凶
問
先
生
の

お
力
添
え
を
け
た
、
な
い
で
、
県
に
陳
清

去
を
提
出
し
て
い
る
。
山
町
刊
パ
十
七
年

度
に
新
沿
岸
漁
業
構
造
改
長
川
市
苧
叫
子
宮
設

定
し
、
計
画
に
要
す
る
経
費
与
一
計
ト
L

し

て
い
る
。

県
に
お
い
て
は
、
西
南
い
柱
、
は
阿
国
構

想
推
進
の
一
環
と
し
て
水
産
機
悼
怖
の
的

化
策
が
講
じ
ら
れ
、
本
町
ち
連
携
を
強

化
し
、
本
産
行
政
を
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

第
七
次
漁
港
整
備

計
阿
で
改
修
を

i
漁
港
の
早
期
完
成

1

二
宮
議
員
・
・
漁
港
は
主
斥
の
基
盤
で

あ
り
、
漁
港
な
く
し
て
机
主
め
生
唾
向

上
は
あ
り
得
な
い
3

財
政
附
難
な
時
期

で
あ
り
、
む
つ
か

L
υ
と
川
ル
〉
が
、
ご

の
漁
港
が

-
H
も
日
十
く
完
ぃ
山
上
る
よ

7

努
力
す
る
こ
と

'JVYむ
も
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
?
一
の
こ
と
は
、
町
/
行
政

山
長
山
安
深
題
の
っ
と
し
ご
年
次
計
尚

に
基
イ
ノ
人
一
六
詮
備
を
凶
っ
て
わ
り
、
緊

急
度
の
わ
M

け
ー
に
山
を
第
七
次
漁
港
終
備

引
別
院
と
し
て
、
回
、
県
へ
陳
情
し
た
結

果
、
忠
多
、
沖
浦
、
山
F
A
、
附
午
件
漁

港
の
改
修
、
改
良
事
業
が
認
定
、
5
1れ
る

予
ム
乙
で
あ
る
。

五
十
七
年
度
事
実
ー
に
つ
い
ご
は
、
な
ん
門

漁
港
工
事
に
予
算
J

汁
一
計
仁
し
て
、
日
十
則

完
成
に
努
め
て
お
り
、
ご
理
解
と
ご
協

ケ
キ
一
な
順
け
〕
と
円
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
対
応
を

ー
開
発
基
本
構
想
の
進
捗
状
況

1

二
宮
議
員
・
:
政
治
生
命
を
か
け
て
、

開
港
に
取
り
温
ん
で
お
ら
れ
る
と
聞
け

て
い
る
が
、
こ
の
基
本
構
訟
が
ム
ノ
け
ま

で
に
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
口
一

体
的
な
こ
と
が
あ
れ
ば
欠
表
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
人
ノ
一
、
う
ほ
の
見
通
し
と

、
、
て
、
い
つ
の
時
点
で
公
表
で
き
る
か
。

二
宮
町
長
、
a

昨
年
十
A

一
月
の
定
例
議

会
で
議
決
い
た
だ
い
と
後
、
一
月
上
旬

に
県
知
事
、
副
知
事
を
は
じ
め
川
県
主
脳

部
へ
議
決
報
告
と
今
後
の
指
導
を
要
請

し
て
い
る
。

ま
た
、
国
関
係
の
機
関
で
あ
る
松
山

海
上
保
安
部
な
v-
へ
も
指
導
方
を
お
願

い
し
て
い
る
。

基
本
計
画
作
成
に
つ
い
て
は
、
諸
般

の
事
案
が
撃
っ
て
け
な
い
の
で
着
手
し

て
い
な
い
が
、
一
一
円
今
日
付
で
助
役
を

子

i
フ
と
し
た
町
職
員
十
六
人
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ゴ
ク
ト
チ

l
ム
を
発
足
さ
せ
、

今

後

対

応

で

き

に

し

て

い

る

。

沿岸漁業振興のための魚礁設置

大
洲
市
と
協
議
し

て
改
良
整
備
を

身
近
な
県
道
問
題
(
-

田
中
議
員
-
-
-
山
市
道
沖
浦

1
大
洲
線
が

こ
の
た
び
主
要
地
方
涯
に
昇
格
し
、
路

線
名
も
長
浜

1
中
村
線
と
し
て
変
更
さ

れ
た
が
、
こ
の
改
良
促
進
は
は
か
ぽ
か

し
く
な
い
。
改
良
工
事
を
促
進
さ
什
一
る

た
め
、
大
洲
市
と
タ
イ
ア
ソ
ブ
し
て
進

め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

長一点
(
J

保
内
綜
で
、
現
在
大
和
橋
が

改
良
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
完
成
す

る
の
か
。

下
祈
…
戎
か
ら
豊
茂
に
zt
る
問
は
、
観

光
道
、
産
業
道
、
生
活
道
と
し
て
効
用

の
高
い
路
線
で
あ
る
が
、
こ
の
区
間
の

改
良
工
事
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

パ
げ
く
の
か
。

大
洲

1
長
浜
線
で
、
五
郎
以
崎
川
川
一
泡

か
ら
五
卜
六
号
線
に
通
じ
る
未
改
良
区
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間
に
つ
い
て
の
改
良
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
早
期
改
良
促
進

を
阿
る
た
め
に
、
大
洲
市
と
県
道
整
備

似
進
協
渓
会
の
よ
う
な
組
織
を
結
成
し

と
は
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

川
一
色
か
じ

九
、
一
品
と
柴
を
結
ぶ
二
本
の
橋
は
、
存

抗
し
て
人
1

山
改
良
し
て
も
ら
う
こ
と
を

強
く

ω
!九
で
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
県
道
長
浜
r

〕
中
村
線
は

問
月
一
日
の
行
示
を
も
っ
て
正
式
に
認

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
補
助
な
ど
も

優
先
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
大
洲
市
と
協
ぶ
し
て
、
川
十
期
に
改

良
整
備
に
努
め
た
い
〔
)

一ι
d憎
か
ら
い
人
和
同
地
前
ま
で
は
、

口
市
に
む
け
て
汀
幽
丈
量
済
で
あ
り
、
認

え
仁
川
ツ
柊
山
川
ご
き
れ
ば
、
五
十
七
年
度

で
持
味
改
ー
口
一
一
極
事
業
と
し
て
、
正
面

怖
か
ら
奥
は
川
町
単
ま
た
は
特
一
と
し
て

改
良
さ
れ
る
子
定
で
あ
る
。
ま
た
、
大

和
的

1
、
h
卜
七
年
度
完
成
の
予
定
で

あ
る
こ五
郎
駅
付
近
が
未
改
良
の
た
め
、
交

通
が
渋
滞
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
ば

間
は
建
設
告
の
堤
防
社
刊
が
あ
る
た
め
、

堤
防
築
造
に
合
わ
せ
て
家
屋
の
移
転
、

道
路
の
付
け
伴
え
れ
寸
が
必
要
で
あ
る
と

聞
き
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
建
設
中
門
で

は
、
滑
川
係
』
白
に
対

L
説
明
を
わ
な
っ
て

れ
ノ
パ
リ
、
そ
の
問
川
砲
が
解
決
す
れ
ば
道
路

氏
良
よ
い
進
む
も
の
と
思
う
。

日
付
ケ
一
ル
引
を
結
ぶ
二
本
の
橋
は
、
生

壬
山
道
と
、
)
一
、
利
用
さ
れ
て
む
り
、
基
本

的
に
は
一
一
本
と
も
残
し
て
、
改
良
も
あ

わ
せ
一
三
汀
な
い
た
い
と
思
う
。

今
一
段
京
訪
れ
と
協
滋
し
、
町
道
と
か

上
水
道
関
係
施
設
と
共
に
、
卜
分
ご
要

望
に
応
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
心

議会。一般賓問団忍理額聖一一一一一一一一ーマア同相九日一、恒輔嘩語盟盗盗辺二三三ζZ三胃芹を寝

観
光
資
源
を
見
直

し
、
計
画
を
立
案

ー

観

光

開

発

1

田
中
議
員
・
へ
木
山
山
七
寺
に
通
じ
る

長一山
J

保
内
r

川
の
ほ
か
に
、
刈
屋
か
ら

山
百
七
寸
に
一
州
一
じ
よ

7
u
一
し
て
い
る
路
線

ご
ぷ
川
峰
山
川
分
が
あ
一
叫
が
、
こ
れ
は

何
年
計
画
で
通
じ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

五
十
七
年
度
の
事
業
費
と
事
業
長
は
ど

の
く
ら
い
か
。

れ
一
兆
を
始
め
海
水
浴
場
、
不
動
、
兆
一
去

に
む
け
る
各
施
設
は
ど
の
よ
う
な
計
尚

で
設
備
拡
充
さ
れ
る
の
か

本
町
に
は
、
瀬
戸
内
海
凶
吹
一
公
悶
に

出
川
」
心
さ
れ
で
い
る
出
け
九
時
日
午
」
始
め
、
山
滝
、

沖
浦
一
川
本
市
川
崎
、
ふ
れ
山
山
石
寺
、
沖
浦

観
午
川
M
f
J

さ
ト
コ
さ

E
2
M肌
光
資
源
が
あ
る

こ
れ
ら
者
一
ど
れ
係
二
保
存
し
、
ま

だ
と
の
信
手
一
崎
市
し
で
い
く
計
画
が
あ

る
の
か
淫
針
八
戸
山
間
山
川
、
一
一
次
出
発
事
業
の
中

で
い
円
討
す
る
よ
う
に
闘
い
で
け
る
が
、

町
の
地
勢
等
を
活
か
し
て
、
白
滝
と
戒

川
の
中
間
地
点
に
設
置
す
る
の
が
最
適

だ
と
思
う
c

自
流
と
運
動
公
同
ま
で
の

道
路
を
遊
歩
道
で
結
び
、
車
道
は
明
道

を
改
良
し
て
雄
合
場
所
等
を
設
置
し
、

出
ノ
測
か
ら
不
動
滝
へ
通
じ
て
い
る
町

道
な
ど
を
改
良
「
れ
ゴ
、
理
中
川
心
的
な
~
忠

則
公
問
が
で
き
る
と
川
山
〉
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
様
に
か
行
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
:
-
刈
尽
か
~
リ
出
石
寺
に
通

!
」
る
出
線
に
つ
い
て
は
、
四

1
五
年
計

画
で
改
良
寸
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
五

ト
七
午
医
事
業
レ
f

一
し
ご
回
以
単
林
道
開
設

事
業
で
、
約
百
ぶ
十

γ
、
八
百
万
円
く

ら
い
で
施
工
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

白
滝
公
閣
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
国

か
ら
上
流
に
か
け
て
百
五
十
川
川
か
ら
二

行
川
の
遊
歩
道
を
新
設
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
本
町
の
観
光
資
源
主

体
を
見
直
し
、
公
園
計
画
を
立
案
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

沖
浦
海
水
浴
場
の
施
設
は
、
国
や
田
市

の
指
導
援
助
と
地
元
漁
業
協
同
組
介
日

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
砂
浜
や
海
一
点
の

整
備
全
行
な
い
、
近
い
将
来
恒
久
的
な

も
の
に
し
た
い
し
」
μ

与
え
で
い
る
。

不
動
滝
に
つ
い
で
は
、
バ
比
大
の
村
上

節
太
郎
先
生
に
観
光
診
断
を
し
て
頂
い

て
お
り
、
十
か
年
計
闘
で
遊
歩
道
、
橋

な
ど
を
順
次
設
置
し
た
い
。

本
町
に
は
、
田
、
県
指
定
の
有
形
、

無
形
文
化
財
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
物

が
あ
り
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
の
守
、

所
有
者
や
管
理
者
、
教
育
委
員
会
と
山
山

接
な
連
携
を
図
り
、
保
護
、
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
牛
き
た
観
光
資
源
と
し
て
広
ノ
¥

積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

運
動
公
園
は
開
発
と
関
連
し
て
訪
山

し
た
い
と
考
え
て
わ
り
、
そ
の
時
則
L
f

具
体
的
な
施
設
内
容
に
つ
い
て
は
、
困
、

県
の
補
助
事
業
の
導
人
の
問
題
等
、
諸

般
の
調
査
、
険
討
を
要
す
る
の
で
、
も

7
し
ば
ら
く
お
江
川
や
つ
い
た
だ
き
た
い
。

は土 5
昼曜子
ま日白
でのか
に業り

務

町役場

四
週
五
休
制
の
試
行

昭
和
四
十
七
年
に
隔
週
週
休
二
日
制

を
施
行
し
て
以
来
、
土
曜
日
も
終
日
業

局
を
行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
国
に

お
い
て
は
、
四
週
五
休
制
(
四
週
間
の

土
曜
日
の
う
ち
、
一
回
だ
け
四
分
の
一

の
職
員
が
休
み
)
が
試
行
さ
れ
、
県
内

の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
?
も
、
土
曜
日

の
業
務
は
金
ま
で
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。本
町
に
お
い
て
も
、
五
円
一
日
か
ら

土
曜
日
の
業
伐
を
昔
の
よ
う
に
昼
ま
で

と
し
て
、
比
向
、
さ
ん
に
対
応
す
る
こ
と
に

戸ト
h

り
ド
J
h
1
)

作一
U

二
の
制
度
の
試
行
に
つ
い
て
、
ご
理

解
け
た
だ
き
、
?
」
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
7
立
7

)

く
お
日
開
い
致
し
ま
す
。

11画観音像が保存されている沖浦観音

kd首
百
木
が
J

」一巴

7
J
1人二一一ロ
J
J卜
云
ノ

の
法
務
局
ヘ

4
月

か

ら

し
し
水
道
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
に
た
い

へ
ん
ご
迷
惑
を
わ
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
さ
ょ
に
よ
り
よ
い
飲
料
水
を
供

給
し
、
永
世
一
葉
市
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た

め
、
四
月
か
ら
水
防
倉
庫
の
二
階
で
業

務
を
〆
一
J

て
い
た
水
道
課
が
、
元
の
法
務

局
(
役
場
の
降
り
)
の
一
階
へ
移
り
ま
し

た
有
線
電
話
の
番
号
は
、
二

O
九
一
-

今
一
口
九
一
一
で
か
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

市
不
斤
さ
恥
れ
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
職
員
に
お
気
軽
，
二
ね
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

移転

広
報
モ
ニ
タ
ー
制
実
施

八

人

に

委

嘱

広
町
内
な
が
は
ま
に
関
す
る
皆
さ

ん
の
意
見
、
必
ω
な
ど
を
組
織
的
、
継
続

的
に
間
/
、
二
と
に
よ

J
ノ
¥
町
政
に
対

す
る
刊
さ
ん
の
怠
向
を
以
握
し
、
町
政

の
効
率
的
で
九
円
珂
的
な
逼
常
に
役
だ
て

み
た
め
に
、
今
年
度
均
九
凶
報
モ
ニ
タ
ー

制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
り

任
期
は
一
年
。
委
嘱
し
た
人
は
次
の

通
り
。
{
長
浜
地
区
}
武
見
幸
子
マ
黒
田
正
九

郎
{
人
7

坊
地
区
}
伊
藤
ヨ
シ
子
{
間
生
地

区
}
有
友
忠
憲
{
山
山
海
地
区
}
同
九
由
香

里
{
大
和
地
区
}
川
出
充
義
{
豊
茂
地

以
]
岡
山
和
夫
一
日
流
地
区
}
大
野
修

献
血
子
帳
が

変
わ
り
ま
し
た

日
年
4
月

1
日
か
ら

昨
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
発
仔

し
て
い
る
献
血
子
帳
の
供
給
欄
が
な
く

な
り
、
誰
で
も
安
心
し
て
輸
血
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

献
血
は
、
健
康
な
人
た
ち
が
、
見
も

知
ら
ぬ
患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
ん
の
代

償
も
も
と
め
ず
、
だ
れ
の
強
制
も
受
け

ず
行
な
う
を
J

さ
の
行
為
で
す
。

し
か
し
、
二
れ
ま
で
輸
血
量
に
見
合

〉
献
血
子
帳
を
用
意
す
る
必
要
が
、
多

/
¥
の
地
域
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

献
血
の
児
一
念
に
広
つ
川
亡
、
ま
た
こ
う

し
と
恐
者
さ
ん
の
角
一
科
会
軽
減
す
る
意

味
、
か
ら
も
、
川
円

+
U
Pか
ら
献
血
手
帳

を
医
療
機
関
に
抗
此
寸
〆
る
必
要
が
な
く

な
り
、
誰
で
も
安
心
し
て
輸
血
が
叉
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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ニ

門
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町長

助役

収入役

59人が異動
4月1日付けで

水道課長に丸山

町
職
員
の
人

事
異
動
を
四
月

一
日
付
け
で
行

な
い
、
職
務
配

置
は
次
の
通
り

と
な
っ
て
い
ま

す。
A
7
凶
の
異
動

者
は
総
数
で
五

十
九
人
。
こ
の

う
ち
建
設
課
長
補
佐
だ
っ
た
丸
山

寿
一
が
ぶ
道
課
長
に
昇
格
し
た
ほ

か
、
振
興
課
企
画
係
長
に
洲
尾
計

邦
、
農
林
水
産
課
農
業
係
長
に
一
一

山
首
正
昭
、
水
道
課
工
務
係
長
に
梢

杉
岳
志
が
昇
格
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
課
の

EH上
孝
一
が
臨

時
採
用
、
教
育
課
の
岡
野
勝
敏
、

藤
井
嘉
友
が
社
会
教
育
指
導
員
と

S57.4. 

孝

んん必勿
m
M
Wゲタ

結
後
物
館
律
ワ
リ

課

長

上

田

邦

彦

主

幹

久

保

弘

課

長

補

佐

藤

沢

登

彦

山

下

国

広

(
庶
務
消
防
係
)

係

長

中

野

健

蔵

主

事

都

築

住

江

技

手

成

田

信

重

書

記

楠

野

茂

利
上

地

末

子

婦
人
交
通
指
導
員
稲
垣
美
恵
子

嘱

託

東

ツ

キ

ヱ

(
企
画
財
政
係
)

事
翠
専
門
員
兼
係
長
山
本

書

記

松

岡

垣
見

(
管
財
係
)

係

長

叶

本

書

記

補

窪

(
文
書
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
平
見

主

事

横

道

(
広
報
有
線
係
)

係

長

山

下

技

術

専

門

員

大

野

技

手

熊

本

書

記

大

本

投

手

補

J

一浦
菊
地

動
段

gw

d
m
g
m努。

課

長

ト

川

課

長

補

佐

石

住

(
住
民
税
係
)

(
兼
)
係
長

正陽勝
志規延

r青
ー正

朝
子
里
見

泰
俊
真
弓

』
口
先
口

直
重
直
美平

武
俊

亀小石
旧西住

武
俊
貫
一稔

(
固
定
資
産
税
係
)

係

長

平

出

友

幸

書

記

宇

都

宮

芳

文稲

田

宏

(
収
納
係
)

係

長

書

記

政

所

友

邦

橋

本

初

子

三
秋
レ
イ
子

'
b
必
勿
勿
勿
グ
〆

ん
住
一
民
一
課
竹

/
/
バ
勿
勿
勿
伊
ツ
ノ
，

課

長

酒

井

義

馬

課

長

補

佐

山

崎

一

義

木

下

保

利

(
同
和
対
策
係
)

(

兼

)

係

長

木

下

保

利

書

記

久

井

一

(
福
祉
施
設
係
)

(

兼

)

係

長

山

崎

一

義

栄

養

士

大

橋

京

子

書

記

河

内

厚

子

保

母

佐

竹

千

恵

子鈴

木

朝

子

嘱

託

同

志

喜

子

(
福
祉
・
年
金
係
)

係

長

山

根

カ

ヨ

子

書

記

滝

内

仁

大

国

尚

子

宇
根
や
す
子

井

正

袴

重

// 

書係

f主ク
記長民
係

中

野

貴

夫

城

戸

茂

利

友
沢
あ
つ
子

吉

国

明

美

ク
長7Laz 
矢 j皮勿多
里子24勢
克進

(
衛
生
係
)

(
兼
)
係
長

事
務
専
門
員

書

記
看

護

婦

保

健

婦
(
国
保
係
)

係

長

書

記(
環
境
係
)

係

長

書

記

原一石坂西矢
間宮本東本野
高己

雅和美敏幸
子子了幸雄克

村

上

隆

志

浦
上
恵
美
千

下

回

健

三

久
保
田
健
市

!
'
J

ゑ
μ
w
m
M
Bグ
ケ
/

ん昌一戸一一明日防水産課川
W

Jdn勿
努
宅

課

長

石

丸

英

雄

課

長

補

佐

大

野

智中

田

晋

(
林
業
・
水
産
係
)

(

兼

)

係

長

大

野

智

書

記

吉

田

直

人

(
農
業
係
)

係

長

二

宮

正

昭

書

記

久

保

文

章

(
農
林
施
設
係
)

係

長

新

田

道

犬

技

手

森

内

雄

-

一

郎

事

務

補

佐

員

宮

上

孝

一

(
国
土
調
査
係
)

係

長

上

田

富

喜

男

書

記

重

松

直

博

一

宮

義

道

山

本

安

広

(
農
地
係
)

係

長

笹

本

栄

一

主

事

日

野

敏

子

ん
の
急
修
後
ダ
/

象
物
勿
鎗
獄
V

課

長

泉

芳

信

課
長
補
佐

(
企
画
係
)

係

長

書

記(
商
工
係
)

係

長

書

記

書

記

補
(
調
整
係
)

(
兼
)
係
長

山宮
本国

猛
義
辰
雄

西西洲
山岡尾

健敏計
市博邦

菊都上
地築川

博ノj、慶

幸富 f言

」
呂
田

猛
義

μ
動
物
動
物
匂
宮
殿

〆

d
ゑ
勿
忽
初
句
〆

課

長

真

鍋

品

肌

(

秋

課

長

補

佐

仲

i

回
十
源
-

久

保

博

道

(
管
理
係
)

係

長

山

根

勇

一

書

記

官

下

紀

久

重清

水

俊

三

(
建
築
・
都
市
計
画
係
)

(

兼

)

係

長

仲

間

源

一

ー

技

術

専

門

員

久

保

博

昌

(
農
業
・
公
共
土
木
係
)

技
術
専
門
員
兼
係
長
佐
々
木
晋
一

西

田

孝

技

師

菊

地

洋

一

技

子

二

一

秋

敦

司山
本
多
喜
男

岡

田

好

光

戎

徹

'l // 

&
Z
Z
M
 

4
務努ヤソ

室

長

上

川

万

敏

事

務

専

門

員

平

田

豊

子

宮

岡

亀

古

書

記

久

保

美

恵

子
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三笠s::z:=了勺 +河内市"""'"一一ーで

し
て
四
月
一
日
付
け
で
ほ
用
さ
れ

ま
し
た
。

ー
た
、
什
ほ
保
育
所
主
任
保
母

の
ホ
倍
弘
子
、
教
育
課
社
会
教
育

山
手

H
の
久
ほ
七
郎
、
畑
山
伊
佐

た
が
円
一
二
十
一
日
付
け
で
退
職

7

了
ま
し
た
、

三塁翠塁翠夜玄亙三ご

ウ/ゑタヲ
y

o'
広
勿
道
完
羽
時
折

d
身初物めグノ

謀

長

九

山

寿

一

課

長

補

佐

大

元

宗

一

(
庶
務
・
工
業
用
水
道
係
)

係

長

問

中

宏

幸

投

F
浦

藤

本

修

二

(
工
務
係
)

係

長

植

杉

岳

志

投

川

森

川

純

行

投

了

納

谷

上

真

悟

附

託

沖

野

利

雄

5
4ガ
タ
初
ゑ
タ
グ
シ

総
額
復
物

教

育

長

呂

田

稲

生

課

長

池

上

昭

夫

課

長

補

佐

渡

辺

政

(
総
務
係
)

係

長

利

旧

正

義

(
学
校
教
育
係
)

一

~

報

)

係

長

渡

辺

敬

書

記

大

本

み

つ

子

(
社
会
教
育
係
)

係

長

L
L
満

治

雄

社
会
教
育
、
ト
ポ
菊
地
邦
求

中
央
《
民
館
主
事
矢
野
上
和
雄

市
川
一
J

菊

地

英

夫

嘱

託

河

肝

勝

敏
古
時
井
嘉
友

久
保
力
ツ
ミ

可翠翠室調掴圃罵留軍一一~玄烹主主

人

Y
ゑ
幼
妨
勿
汐
グ
y

的
識
調
会
事
務
局
w

d
分
幼
勿
勿
努
庁
/
，

ノ/ゑ
m
m勿
?

ん
リ
老
人
パ
4
4
1
ムh
H

J
ゑ
グ
物
マ

川

長

ト

戊

川

同
長
補
佐
兼
生
活
指
導
口

隠

岐

詑

法

城

戸

広

美

平
間
由
美
r丁

大

野

良

r
T

清

水

族

ιJ

富
岡
ト
、
ン
ゴ

一
人
日
ト
モ
エ

清

水

愛

子

松

本

和

重

心
本
喜
美
子

上
刊
ミ
ド
リ

山
中
イ
チ
エ

-

峠

豊

久
保
同
九
卜

pr

島
修
物
wm

イ
仏

m
g
努ッ，

(
喜
多
灘
連
絡
所
)

(

兼

)

主

任

小

林

(
櫛
生
連
絡
所
)

(
兼
~
主
任
な
い
や

(
出
海
連
絡
所
)

一一1
4
~
」

1
任

ゴ

市

水

(
相
生
連
絡
所
)

一
r

和

)
I
任

中

川

(
豊
茂
連
絡
所
)

一
萩
)
主
任
ル
時
間

(
白
滝
連
絡
所
)

(
兼
)
主
任
注
目

ヱ~ hiJ 書

記

右
一
波
婦

主
任
寮
母

↑

奈

川

斗

I寸同 T 
(f 

" J聖可

言E '-¥ JI~ 

嘱;

本 f高

肯
冗

治
子敏

てまコ
i二3
{ 

女

富
雄

康
則

圭
E力

章
男

t春、

ん
骸
後
膨
ダ
/

線
級
編

pn仰γ

(
港
湾
係
)

所

長

書

記

補

博
道
嘉
範

久久
保保

ゑ
m
m
p

必
勿
後
物
後
仰
刀

(
長
浜
小
学
校
)

用

務

員

汗

坂

満

f

(
長
浜
中
学
校
)

用

務

山

口

坂

井

英

推

(
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
)

松
本
イ
ツ
ミ

嘱

泉

同

松

子

嘱技需

託手再後"i物五
日izz
覚忠
男則勇

う
/
必
修
物
タ
/

線
級
勿
勿

(
青
島
診
療
所
)

石

議

川

赤

丸

恵

子

(
櫛
生
診
療
所
)

肴

護

婦

高

間

美

香

(
出
海
診
療
所
)

看

護

婦

宝

生

房

子

(
豊
茂
診
療
所
)

看

護

婦

坂

田

嘉

代

(
白
滝
診
療
所
)

看

護

婦

平

田

美

佐

子

日属主

託任後
古物
51t甥Y
め之
ぷ道

ヲ
必
吻
多
グ
リ

急
務
修
繕
ザ

(
今
坊
公
民
館
)

一戸兼
J

主

事

小

林

(
櫛
生
公
民
館
)

(
兼
)
ム
下
事
藤
本

(
出
海
公
民
館
)

子

学

清

水

(
大
和
公
民
館
)

主

事

中

間
九
物
鋭
放
物
グ
y

九
車
小
一
一
庵
所
w

d
u
あ

mmタマ
h

(
長
浜
保
育
所
)

川

日

立

西

宮

幸

子

主

任

保

は

石

川

令

子

保

母

三

好

五

月
平

野

悦

子

欧
春
み
ね
子

矢

野

幸

子

以

子

浪

本

満

子

(
白
滝
保
育
所
)

所

長

山

本

美

智

子

主

任

保

母

宮

岡

民

千

保

母

大

肝

ギ

ン

子よ
一
円
本
邦
子

白
石

-kfr

投

手

児

玉

ク

ミ

子

(
沖
浦
保
育
所
)

所

長

下

回

美

澄

主
任

M
U

西

田

清

子

保

母

菊

地

さ

と

子沢

回

幸

子

吉
岡
と
よ
子

副

理

員

田

丸

冨

枝

(
櫛
生
保
育
所
)

所

長

大

藤

主

任

保

母

出

村

τ士主

安
富
雄

康
員IJ: D力

恭
子
亘
子

(
豊
茂
公
民
館
)

主

事

藤

岡

(
白
滝
公
民
館
)

主

事

窪

章
川
力

憲
一

ソ
ん
九
物
勿
移
/

庁
隣
一
保

F
O

ィ
ル
ダ
弘
勿
οツノ

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

小

林

吉

E

一女

(
櫛
生
隣
保
館
)

主

事

藤

本

市

雄

保

母

宇

都

民

由

美

子

鈴
木
佳
代
子

調

理

員

笹

本

直

江

(
出
海
保
育
所
)

所

長

玉

井

徳

美

主

任

保

ほ

大

成

節

子

保

母

木

之

本

律

子児

玉

智

代

詞

珂

口

泉

友

江

(
大
和
保
育
所
)

所

長

谷

川

俊

子

主

任

保

母

祥

晴

凋

美

枝

子

保

母

矢

貯

越

子
西
山
み
ち
子

山

本

直

美

横
山
地
一
千

技

手

岡

崎

美

智

子

(
喜
多
灘
保
育
所
)

巧

長

山

本

コ

ト

エ

七

任

保

刊

池

田

ス

ミ

子

保

母

矢

問

栄

津

美上

満

裕

子

(
豊
茂
保
育
所
)

昨

日

犬

西

岡

房

子

主

任

保

母

萩

森

理

慧

子

保

町

梶

本

幸

子

5
t
E
t
 

v
{
4

有一一

都

田

悦

子

調

理

員
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(布岸本印刷

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
出
期
限
は
五
月
末

リP卯
門
川
ド

じ
Lr

五
月
は
、
園
長
年
金
の
障
会
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

寡
糾
年
金
を
受
け
で
い
る
方
が
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
時
則
で
1
0
こ
の
寸
現

況
同
し
は
、
あ
な
た
や
家
族
の
状
態
な

ど
に
変
化
が
ま
い
か
、
ま
た
、
ひ
き
い
杭

き
年
金
が
一
三
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
，
ヨ
大
切
な
手
続
き
で
す
。

も
し
、
提
出
が
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
が
と
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
に
お

昭和57年5月1日発行(毎月 1日発行)

日 __.d民7とタ}¥コ，;:t
告さ以掛け冨l 町内でミ
- 千三げつ
くっ 同庁コ A rーでで田T
だはこに消百七、い IJ')
さ町れへ費四百五たで
い内かり税十三十だタ

;ネでらま川十六いノミ
。買もし町の 年たコ
つタたのタ万度わを
でパ。台パ七はか貿

昭和57年5月号広報ながはま

問
い
ム
什
わ
せ
く
だ
さ
い
。

寄
付
採
納

。
昭
和
五
十
六
年
度
大
和
保
育
所
母
の
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毎日の暮ら Lやピジネスに、

電話はいまや生活の必;-17品とな

; りました。返報道話局では、皆様により便利に仰ってい

d とだくため、いろいろ便利な電話機を用意して fiりますc

l また、電話についてのご相談に応じますので、わ気軽に
j こ利用くださしにJ

i 1ず子長浜電報這守舌.In¥

便利な電話
毎回ト
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市
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芯

編

集

後

三己

新
年
度
に
な
っ
て
早
く

L
-
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
と
小
学
校
の
校
庭
や
沖
浦

観
音
の
絞

L
春
雨
と
と
も
に
散
っ
て
、

新
緑
が
美
L
い
季
節
と
な
り
ま
し
な
。

入
学
し
た
児
童
、
生
徒
や
新
社
会
人

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
新
入
社
員
の
方

た
ち
も
、
学
校
に
職
川
崎
に
慣
れ
た
で
し

ょ
う
か
。
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
の

節
目
、
節
目
や
一
大
切
に
し
て
過
ご
し
て

欲
し
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
編
集
担
当
者
も
ひ
き
続
げ
ご
、

五
十
七
年
度
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
住
み

よ
い
町
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
広
報
紙

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
八
人
の
万
に
山
桜
モ
ニ

タ
ー
を
お
願
い
し
て
、
地
域
の
す
み
ず

み
の
ご
定
足
、
要
望
な
ど
も
寄
せ
て
け

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

TEL2-0000番

波長が合わないと受信はでき

ない}テレビ・ラジオ・這話等

はもち論乏が、それら文明の利

器にもまして極めて大切であり

ながら、波長の合わせにくいの

が人の心ム宇宙の森羅万象はす

べて波動によ j て成り立ってお

るという υ 電気に電波、光に光

波、仁子に音波があるごとく、人

の心にも念波というか精神波と

いうか、或IJ霊波というか兎に

角、個々人各様の波動があるこ

とに!日!泣いないム文明険器の受

信装置は今では j-べで波長を適

正 l合わせ同定して、ダイヤル

調節などしなくても必ず受信で

きるように改良されてける。と

ころが人間の心の受信設はどう

か。人知百史以来 InJに改良進

悲の跡は認められないのではな

いか。 波長を合わせて受信する

のでなければ、相手の心を正し

く言忍議王室解するごと以 Cきない。

最近の人間受信器の舌Lれは特に

ひどいようだ。人の心がイ言どら

れなければ人生の小幸二れに過

ぎるものはないA 時は瓦)J、
あ、いくる:ちー王廷のみずみずしさ、

さわやかさ、LlIi:J:ととぎすの声

をF>fj雪、初舷のたたきてもも食べ

ど、せめど白然の心に波長を合

わせ、追い迎いに人の心を素直

にl正しく受け取る練習でもして

みるかいそれが五11の心という

ものではあるまいか。

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

4円 1円現在 前flとの比較

12，691人 118人減
人口 (男 6.024人) ( 忠夫議)女日，667人

世俗数 3，872世帯 14世帯減

騨?


